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開幕準備整う

　葵博一岡崎'87の目玉展示品「日光東照宮超

精密レプリカ」が４日朝、葵博の会場に到着し

ました。さっそく展示台に据え付ける作業に

取り掛かり、夕方にはライトに照らされた荘

厳な姿が浮かび上がりました。 21日の開幕ま

であとわずかです。
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夜ざくら照明城崎

４月１日～15日

　　　　　　　午後6時～10時

岡崎公園･伊賀川周辺（讐醤ﾆ）

日～15日

　午前９時～午後9時

岡

４月１

行　　列家　康

｢江戸時代の岡崎｣

４月４日　午後２時3O分～

　　（雨大の場合は５日）

　　　市内主要路

ｌ●

第28回愛知東西対抗
ボクシング大会

　　　４月５日　　　午後１時～
　　菅生川河川敷

第17回岡崎市民
バドミントン選手権大会

　　　４月５日　　　午前９時～
　　岡崎市体育館

錦鯉品評会及び即売会

　　４月４日・5日　午前９時～午後５時
　　　篭田公園

桜まつり写真撮影会

　　４月1 日～15日

岡崎公園・伊賀川周辺

第24回岡崎市民春季
総合ソフトボール大会

　　　　４月５日　　午前８時30分～
矢作公園グラウンド他

第21回岡崎市民
軟式野球ｵ丿ﾚｽﾀｰ大会

　　　４月５日　　　午nu9時～
　境公園グラウンド

第32回全三河

アマチュア将棋大会

　　　４月5日　　午前９時30分～
　　　西別院

第22回岡崎市民
サッカー大会(高校の部)

　　４月2日・3日
　　　午前＼o時～
三河高校グラウンド他

第16回春季岡崎
桜まつり乗馬大会

　　　４月5日　　　午前10時~
　　　岡崎乗馬

第16回岡崎市
アーチェリー大会

　　　４月5日　　午前10時～
　　県営洋弓揚

雅　楽　演　奏　会

　　　　４月５日　午後5時～午後７時
　　　伊賀八幡宮

花き展示品評会

　　４月4日・5日　午前９時～午後５時
　　　篭田公園

書門西三学童書道展

　　４月100～12日　午前10時～午後６時
　　岡崎市美術館

第39回岡崎市民

軟式庭球大会

　　４月５日　　午前9時～
岡崎公園テニスコート

昭　和　62　年　度
春季岡崎市民射撃大会

　　　　４月５日
　　　午Fit]9時～
　　　藤川射撃場

湯茶の無料接待

　　４月４日・5日午前10時30分～午後３時
　日本たぱこ鼓順能顧配

｜

ｌ

参
加
Ｉ
に
分
集
中

　　体

公

53育

協
　
会

7
６
4
4

　
岡
崎
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時
　
４
月
2
5
日
出
・
2
6
日
向
午
前

８
時
3
0
分
～

場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
か
た

種
別
　
剛
男
子
の
部
閃
女
子
の
部

競
技
方
法
　
ダ
ブ
ル
ス
戦
・
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
６
ゲ
ー
ム
先
取
。
組

み
合
わ
せ
抽
選
は
、
2
5
日
午
前
８
時

3
0
分
か
ら
行
い
ま
す
。

表
彰
　
各
部
と
も
第
３
位
ま
で
表
杉

申
込
み
　
Ｉ
チ
ー
ム
に
つ
き
Ｉ
枚
の

は
が
き
に
２
人
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
を
記
入

し
て
、
〒
帽
　
市
内
康
生
町
4
8
5
　
岡

崎
テ
ニ
ス
協
会
へ
４
月
1
2
日
向
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、

Ｉ
チ
ー
ム
２
個
の
未
使
用
球
（
ヤ
マ

ハ
フ
ォ
ー
カ
ス
ー
イ
エ
ロ
ー
を
指
定
）

を
当
日
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

Ｂ
Ｍ
ｘ
8
7

　
第
８
回
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会

日
時
　
４
月
1
9
日
剛
午
前
９
時
Ｉ

回7711RｒｉｉＤ】

４月１日～15日

＼^^nii^証召i

観光協会容23－6216
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凛

＠家康と本多忠勝＠家康と水野勝成０家康と日光東照宮

S･･4 月25日～５月21日・4月４日～24日ト3月21日～４月３日

●，

　
　
「
蜻
蛉
切
り
の
平
八
郎
」
の
異
名

を
持
つ
・
徳
川
四
天
～
の
一
人
本
多
忠

勝
は
’
の
猛
果
敢
な
武
将
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
本
展
は
、
彼
の
異
名
山
来
の
鎗
を

は
じ
め
、
鹿
角
兜
の
具
足
な
ど
忠
勝

遺
品
と
４
　
　
多
家
に
伝
わ
る
江
戸
初
期

の
品
々
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
家

康
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹

介
し
ま
す
、

　
備
後
福
山
十
万
石
を
領
有
し
、
「
鬼

日
向
」
と
呼
ば
れ
た
歴
幟
の
武
将
水

野
勝
成
は
、
家
康
の
い
と
こ
に
あ
た

り
ま
す
、
≫
)
の
縁
に
よ
り
バ
陥
山
巾

と
岡
崎
市
は
親
善
部
市
提
携
を
結
び

十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
勝
成
の
擦
認
寺
で
あ

る
福
山
賢
忠
寺
に
残
る
遺
品
を
中
心

に
、
勝
成
と
家
康
に
つ
い
て
展
示
紹

介
い
た
し
ま
す
、

　
日
光
東
照
宮
は
家
康
を
祭
る
所
と

し
て
江
戸
時
代
を
通
ヒ
将
軍
家
は
じ

め
諸
大
名
の
崇
敬
を
受
け
栄
え
ま
し

た
。
本
展
で
は
家
康
が
遺
言
に
よ
り

日
光
へ
改
葬
さ
れ
て
以
降
、
日
光
東

照
寓
成
立
ま
で
の
過
程
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。
葵
博
会
場
の
「
日
光
東

照
宮
超
精
密
レ
プ
リ
カ
」
と
併
せ
て

ご
覧
に
な
り
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｌ

第24回岡崎市民弓道大会

　　　　４月19日　　　午前9 時30分～
　　岡崎公園弓道場

鳳凰短歌大会

　　　４月19日　午前９時～午後５時
　岡崎公園内巽閣

第　　　22　　　回
ｽｸｴｱﾀﾞこﾉｽﾊﾟｰﾃｨｰ

　　　　４月12日午前９時30分～午後４時
　　　竜美丘会館

岡崎特産石製品大展示会

　　４月II日･12日
　午前９時～乍後５時

岡崎石製品工場公園団地

第42回岡崎市民総合
バスケットボール大会

　　　　４月19日

　　　　午iiu9畔～
　　　矢作体育館

第31回白梅会発表会

　　　　４月19日午前10時30分～午後4時
　　せきれいホール

春の市民川柳大会

　　　４月12日　午前Ｈ時～午後５時
　　岡崎公園内巽閣

福岡学区合同詩吟大会

　　　４月12日　　午後＼叶30分～
　福岡学区市民ホーム

第32回岡崎市民総合
バレーボール大会

　　　4月l9日
　　　午前９時~　　市内各体育館

昭和62年度春季岡崎市民
総合卓球大会

　　　４月19日　　午前９時30分~
　　岡崎市体育館

第４回岡崎市女子
ゲートボール選手権大会

　　　４月13日　　午前B時30分～
　六名公園グラウンド

i?『i
第38回岡崎市家庭
婦人バレーボール大会

　　４月24日～27日
　　　午前９時～
　　岡崎市体育館

第26回岡崎市民総合
ハンドボール大会

　　　４月19日
　　　午前9時～
岡崎北高校グラウンド

御神忌(家康公御命日忌)

　　　　４月17日　　午前10時~正午
　　　大樹寺

岡崎市民煎茶会

　　　４月12日　午前10時～午後４時
　　竜美丘会館

場
所
　
菅
生
川
右
岸
河
川
敷

参
加
資
格
　
小
学
校
３
年
生
以
上

種
別
　
剛
高
校
・
一
般
の
部
閃
中
学

生
の
部
闘
小
学
校
５
・
６
年
の
部
山

小
学
校
３
・
４
年
の
部

競
技
方
法
　
６
～
７
名
で
予
選
を
行

っ
た
後
、
上
位
３
名
で
決
６
　

表
彰
　
各
部
と
も
第
３
位
ま
で
表
彰

申
込
み
　
市
内
各
自
転
車
店
、
市
体

育
館
、
教
育
委
貝
会
体
育
課
に
あ
る

所
定
の
申
込
書
で
、
４
月
Ｈ
日
ま
で

に
市
内
各
自
転
車
店
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ

は
各
自
用
意
し
て
必
ず
着
用
の
こ
と
。

参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
第
1
5
回
岡
崎
市
民

　
　
　
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
　
４
川
1
2
日
向
午
後
７
時
～

場
所
　
エ
ー
ル
ボ
ー
ル

資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
か
た

競
技
方
法
　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
で
Ｉ

人
４
ゲ
ー
ム
　
ス
ク
ラ
ッ
チ
ト
ー
タ

ル
ピ
ン
で
競
技
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
は
岡
崎
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
規
定
に

よ
る
）

参
加
料
　
八
百
円
（
ゲ
ー
ム
代
は
含

む
。
貸
靴
料
含
ま
ず
）

表
彰
　
第
５
位
ま
で
を
表
彰

申
込
み
　
４
月
1
0
日
ま
で
に
市
内
各

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
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岡崎に自転車尉瓊

毎晋

零

4jl‾

　　巾では、束岡崎駅と北岡崎駅の利川者のために自転　　　　　　　　　　〆

ザ

惣⊇二三二

023-6 1 8 8＼なります。各駅の自転車駐車場をご利用ください。　　公害交通課環境保全係　昔23-61 8 8

ｉ東岡崎駅周辺自転車駐車場

N

^

　　　心

ヨ

　㎜増設自転車駐車場

　Ｅzl既設自転車駐車場

／

乙川

ゝ

サ
目

100^

Ｕ

r

－

恣勿 勿り
匯

りl

ﾆｓニｓニiと 名鉄東岡mm

"Vへ　V///7.

Ｊ

●岡崎市の自転車駐車場一覧叫和62年:川現前

●北岡崎駅自転車駐車場

＼ 駐車場名 収容台数＼ 駐車場名 収容台数

１ 羽似自転中.引川けり国鉄岡』||,い9レ5 0 0 台 ７ 敗川崎吹り､仮11転巾駐牡場丿竹l､束岡崎駅３００台

２ 北岡岫I'! 柘､中.竪iﾄ場巾fi以北岡i:印びト IO( 台 ８ 男III駅自転'I'",mいiけい宕,鉄男川叩し2 5 0台

３ り､昨僑自転･i^:l,.･u場I ^,鉄人作固以・ ド ９ 叉狛駅自転･1μ|'巾梅・を,鉄泗今駅.･3 5 0台

４ 東岡崎駅n転巾駐巾場･を,鉄心岡崎^宍・7 0 2f; 10 '馴||以n転'K U. 'I叫'-[ 名鉄馴m.tり∩0 2台

５ 束岡崎駅南自転･＼'-冊巾･,場'.ち鉄'Jii＼柿崎以， 3 9 ft 11 人樹貿＼か＼'.駄抑か名鉄km^iバ刻い，160台

６ 索岡崎iり賎固仇自しt團浦場哺鉄束剛翁い2 5 O台 12 隔川自転'i哨休iが名鉄柚岡バ帽亭・ 1 6 0台

北・東部地域乙ドロボウ多発／

岡崎警察署岡崎額田防犯団体連絡協議会
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投
票
所

　
　
　
入
場
整
理
券

　
郵
便
は
が
き
に
よ
り
四
月
六
日
ご

ろ
ま
で
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
発

送
し
ま
す
。

　
同
一
世
帯
内
で
は
一
枚
の
は
が
き

で
二
人
分
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各
自
ハ
サ
ミ
な
ど
で
切
り
離
し
て
投

票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
　
　
（
土
曜
、
日
曜
も
で
き
ま
す
）

　
投
票
日
に
仕
事
や
お
産
な
ど
の
た

め
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
た
は
、

不
仏
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
期
間
は
四
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま

で
で
す
。
印
鑑
（
入
場
整
理
券
配
布

後
は
入
場
整
理
券
と
印
鑑
）
を
持
参

し
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
五

階
）
又
は
最
寄
り
の
支
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
受
付
時
問
は
、
土
曜
日
・

日
曜
日
を
含
む
毎
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
　
　
郵
便
に
よ
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
の
不
自
由
な
か
た
で
投
票
所

に
来
ら
れ
な
い
か
た
は
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
を
利
川
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
利

川
で
き
る
か
た
は
、
身
体
障
害
者
手

●，
帳
又
ぼ
戦
傷
病
嗇
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
で
、
手
帳
に
次
の
よ
う
な
障
害
が

あ
る
と
記
絨
さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

よ二 身体障害

者手帳
戦傷病者手帳

両下Vi , 休幹 u莉しくは

　　２繊

削＼症から第2頂症まで

侈　動　賎　能 -

心臓、しん臓､呼吸器
H級若しく:よ

　　3 級

符別吸症から第3項症まで

ぽうこう、直腸丿ヽ楊 -

　
こ
の
制
度
を
利
川
し
ょ
う
と
す
る

か
た
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票

証
明
書
（
有
効
期
間
四
ヵ
年
）
」
の

交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
か
た
は
、
な
る
べ
く

早
く
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
貝
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
そ
の
他

　
投
票
所
一
覧
表
、
選
挙
権
、
開
票

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、

四
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
掲
械

し
ま
す
。

４月１日～30日

｜

ｌ”
街
に
緑
を

　
　
我
が
家
に
花
を
”

春
Ｑ
緑
化
ｌ
つ
り
Ｉ

期
間
中
の
行
事

条
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
学
区
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
　
各
学
区
主
催

‘
甲
緑
の
羽
根
募
金
　
岡
崎
市
民
運
動

推
進
運
絡
協
議
会
主
噌

‘
甲
植
木
と
花
の
大
即
売
会
（
さ
く
ら

ま
つ
り
協
賛
）

　
日
時
　
四
月
四
日
出
・
五
日
闘

午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
会
場
　
篭
田
公
園

　
主
催
　
岡
崎
市
、
岡
崎
都
市
美
化

協
会
、
岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協

議
会

条
菊
作
り
研
修
会

　
日
時
　
三
月
二
十
九
日
㈱
　
午
前

九
時
三
十
分
と
午
後
一
時
の
二
回

　
会
場
　
矢
作
農
協
本
店
（
名
鉄
矢

作
橋
駅
北
五
十
メ
ー
ト
ル
）

　
講
師
　
中
村
年
輝
氏

　
内
容
　
大
輪
菊
に
つ
い
て

　
主
催
　
三
河
菊
花
協
会

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
公
二
三
－
六
二
五
七

　
緑
や
花
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤

い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
λ
て
く
れ
ま
す
。

緑
や
花
を
育
て
て
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
よ
う
。

４
一
町
内
、
学
区
で

Ｉ
花
壇
を
つ
く
り
、
ま
ち
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
で
は
、
人
生
の
記
念
（
結
婚
、

人
学
等
）
に
植
樹
を
し
、
部
屋
に
は

花
か
Ｊ
ｔ
旧
ｎ
ｙ
ま
し
ょ
ヽ
つ
。

悳
職
場
で

Ｉ
職
場
の
緑
と
花
は
、
心
に
ゆ
と
り

と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
能
率
向
上
に

も
役
立
ち
ま
す
。
緑
と
花
い
っ
ぱ
い

の
職
場
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

４
一
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で

Ｊ
緑
や
花
を
教
科
、
保
育
と
結
び
つ

け
、
自
然
と
親
し
み
、
緑
や
花
を
通
じ

て
豊
か
な
人
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
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４月４日(雨天５日)午後2時30分伊賀八幡宮出発

●コ―スと先頭か通週する予定時刻

伊賀八幡宮出発(午後2 時o分)→康生交差点(3

時to分)→篭田公園(3 時20分)→島町交差点(3

時35分)→東岡崎駅前(3時45分)→菅生川河川敷

(4時)

]L口璽

:

*~*

ﾐII こ^

I

殿
橋三≡1

I¬

●鉄吃隊と哨隊の演習

　本町通りと篭田公園前付近

●合戦}^ぶぶ寺川河川帽

　合戦演習は４時30分から。

東岡崎
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'Z．市民センター講座のご案内
教育委員会社会教育課　昔23　6 4 33

市民センター名 講　　　　座　　　　名 受付期間

六ツ美市民センター

　　(下青野町)

　心訥よト回iぃ

ペン習字、色筆習字、日本画、紙ねんど、三味線、民謡、ちぎり絵、
陶芸、料理、墨彩山、着物前付、フラワーデザイン、編物、茶道、
華道、煎茶心．ヨガ

４月６日

　　↓

４月15日

岩津市民センター

　　(岩津町)

　■ ( ■-I晶:塙iﾋﾞ

水墨画、洋ill、革道、皿茶道、ほ親教室、毛筆習宇、フラワーデザ
イン、陶芸、民^lli、中叫ill,盆栽、若物着付、料理、プロポーショ
ン．網物．ペン習字、藤工芸、社交ダンス、園芸

３月15日

　　↓

４月15日

矢作市民センター

　(宇頭町)

　iしぐい]－○･j

料理、煎茶逍、１芸、俳両人門、毛筆習字、ペン習字、フラワーデ
ザイン、着物片付、休しのマナー、盆栽、陶芸、ヨガ、親了･読書教
室、カラオヶ、華道、茶道、編物、水墨|山に民舞、詩吟、俳句、剣
詩踪、社交ダンス、人正琴

４月１日

　　↓

４月15日

東部市民センター

　　(山綱町)

　七丿トー'.'.'■'''.'.'

和截.フラワーデザイン、毛筆習字、民謡、三味線、ペン習字、陶
芸、絵山、ちぎり絵、フランス刺しゅう、剣舞詩舞、いきがい、歌
謡舞踊と民踊、詩吟、婦人しあわせ, 園芸、料理、華道、編物、ヨ
ガ、着物着付、茶道、三B体排、カラオケ

３月１目

　↓

３月31ロ

大平市民センター

　(大平町)

　口げと-I巾口

日本画、墨彩圃、毛筆習字、ペン習字、煎茶道、着物着付と礼作法、
料理、ヨガ、組ひも．盆栽、藤手芸、ちぎり絵、表装技術、手芸、
カラオケ教室、着物着付．華道．エアロビクス、編物

３月15日

　　↓

４月14日

南部市民センター

　　(羽眼町)

　dこいト|:">7り

毛筆習字．ちぎり絵、紙ねんど、着物着付、茶道、きめこみ人形、
華道、着物着付とK作法、水墨画デッサン、組ひも．フラワーデザ
イン、籐手芸、新郎踊、手芸編物．料理、ペン習字、ヨガ、三味線、
パン料理

４月２日

　　↓

４月15日

＊
詳
し
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
八
‥
わ
せ
く
だ
さ
い
、

＊
月
曜
日
と
睨
口
の
翌
‐
は
、
巾
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
で
す
。

，●

図
書
館
講
座
の
こ
案
内

図
書

館

公
五

二
二
五

宙
川
章
舞
㈲
剛
團
）

　
日
時
　
四
月
か
ら
毎
月
第
二
土
曜

日-

　
午
前
十
時

講
師
　
中
京
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
忠
氏

申
込
受
付
　
三
月
二
十
四
日
肉
～

教
材
費
　
千
円

募
集
人
員
　
五
十
名

－
古
雅

賞
講
座
（
枕
草
子
一

日
時
　
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
第

一
第
三
上
曜
日
　
午
前
十
時

講
師
　
愛
知
淑
徳
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
芳
麻
呂
氏

　
申
込
受
付
　
三
月
二
十
四
日
肉
～

　
教
材
費
　
千
円

　
募
集
人
員
　
五
十
名

（
き
１
‥
）

　
日
時
　
四
月
か
ら
毎
月
第
一
水
曜

日
　
午
前
十
時

　
講
師
　
　
　
　
小
笠
原
　
健
治
氏

　
申
込
受
付
　
三
月
二
十
四
日
関
～

　
教
材
費
　
無
料

　
募
集
人
員
　
五
十
名

　
そ
の
他
　
会
場
は
、
す
べ
て
図
書

館
内
で
す
。

※
　
申
し
込
み
は
、
直
接
図
書
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
総
合
料
理
教
窒

　
　
　
前
期
受
請
生
募
集

働
く
婦
人
会
館
　
容
二
三
　
二
九
六
三

　
時
間
　
午
前
十
時
１
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
募
集
人
員
　
三
十
名

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、

費
二
千
七
百
円
か
必
要
で
す
）

材

料

　
申
込
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
受
付
　
四
月
三
日
俐
　
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
が
、

そ
の
時
間
に
定
貝
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
、

｜

－

内　容

＼ 月日海剛 献　　　立 講師

｜ -IF]18日巾 西洋料理Cお弁当向きにハンをＲって: 臨本　巌

２ 5月lG日巾 総合科理･卜野求をたっぷりし,てＩ 削浅伎r･

３ ６月2o㈲ご 日本料理.･､そうめλ又はひやむぎＩ ＼m呼利人

４ ７月1卵申 中国料理リタ　ミナ科理I 七μ笑伐(･

５ s 印2日山 西洋糾理･ビール■ お酒のおつまA) 竹本火芙

６ 9月19日中 Ｈ本料理働　六　ず　レ 伊丹利夫
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　　｢子とものおはなし. '£1｣／－ ///」

広
報
課
広
報
係
　
昔

　
　
「
子
ど
も
の
お
は
な
し
」
の
創
作

童
話
募
集
も
、
今
回
で
四
同
目
を
迎

え
、
親
子
で
応
募
さ
れ
た
か
た
二
組

を
含
め
、
二
十
六
名
の
皆
さ
ん
か
ら

三
十
九
編
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
麹

三
ニ

六
〇
三
三

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
現
職
教
育
委
員
会
国
語
部
会
の
先

生
が
た
七
名
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

次
の
十
二
編
が
入
選
と
決
ま
り
ま
し

た

　○

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

回入選作品と放送予定(敬称略)回

枚送月 題　　　　名 あ　ら　す　じ
作　　者

職業・住所

4月 留　　守　　番
　お似さんか帰って来るまでピーコと留守番。つ

まらないと思っていたのが……。

神取康江

主婦・伊賀町

5月
いたずらゴン太と地

蔵様

　欲張りなキツネのゴン太li、地蔵様のお供えの

草もちに目をつけましたが……。

本田佐智子

主婦・美合町

６月 矢作の櫓守
　働き嗇の僑平は、女房を大水でなくし、酒びた

りの毎日を送るようになってしまいます，

兵藤郁造

自営業･上地m

７月 艇生日のプレゼント
　今日はお母さんの誕生日。rイちゃんの贈った

プレゼントは，とっても素敵なんです。

前田祥子

主婦･明大寺町

８月 冷凍おばけ
　峰君とチイちゃんが、アイスク1Jームを食べよ

うと冷蔵庫をあけた．だが．その中には………

馬場康子

主婦･日名西町

９月
びりつかすでも一等

賞

　かけっこが苦手なメグは、運動会が大嫌い。そ

のメクにいよいよ順番が回ってきました。

農川朝美

主婦･日名中町

10H
ぽく、おかあさんな

んかきらいだ

　けん太君はさみしそう。だって、お母さんは会

社にお勤めで忙しそうだもの………

市川なほみ

主婦・鴨Efl町

］け1 ぉ婆さんとクモ
　クモの鼎が洗濯物のしやまになるということで、

お婆さんは取り払おうとするのですが……。

嶺沢ふく

無職・戸崎町

】2月 繁敵なクリスマス
　-k＼tしのサンタさん。でも、最後の一軒でたけ

し君へのプレゼントをこわしてしまい………

佐野文子

主婦一片内町

１月 六角形の夢
　マイクは雪を見るのが大好き。今日もお父さん

の顕微飢で美しい雪の結晶を見ています。

小林久子

主婦・美合町

２月 赤いスポーツカー
　凱まこと君のおもちや拓からおもちやたらが

飛び出して、何やら争っています。

前田祥子

主婦･明大寺町

３月 こわされる古い家
　析しい家に引っ越した; 君うれしいのてす

が、もうすぐこわされる古い家のことが………

鳥居重美

自営業･羽村倶i

｜

ｊ

　
応
募
さ
れ
た
作
品
を
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
、
気
の
付
い
た
こ
と
を
あ

げ
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
、
十
二
編
を
選
び
出
す
の
に
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
審
査
の
話
し
合
い

の
中
で
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
作
品

に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。
題
材

や
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白
さ
に
ひ
か
れ

て
、
読
み
終
わ
っ
た
あ
と
、
心
の
中

が
、
「
あ
た
た
か
さ
一
で
膨
ら
ん
で

く
る
Ｉ
そ
ん
な
作
品
で
し
た
。

　
次
に
、
題
材
が
個
性
的
で
、
着
想

の
良
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
く
読
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

豪　４月１日から．1ヵ月を「I 日～15II」、「16日～

　Ｕ末」の２期に分け、前期で今回入選の「創ft-童話」

　を、後期で「岡崎の昔話」を交互に放送します．

　　放送順については、お話の季節悠などを考慮して決

　めさせていただきました．

を
素
材
に
し
て
膨
ら
ま
せ
た
作
品
に
。

　
「
あ
た
た
か
さ
」
の
あ
る
、
良
い
作

品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
夢

の
出
て
き
た
作
品
が
多
数
あ
り
ま
し

た
が
、
安
易
に
夢
を
使
う
と
類
型
的

に
な
り
、
新
鮮
さ
が
薄
れ
る
と
い
う

意
見
も
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昔
話
風
の
作
品
は
、
わ
ず

か
で
し
た
が
、
伝
説
や
風
習
な
ど
を

素
材
に
す
る
と
、
子
供
た
ち
の
求
め

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
現
実
離
れ
を
し
た
も
の

を
狙
う
作
品
の
ほ
う
に
課
題
が
多
く
、

ま
た
、
そ
れ
だ
け
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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ほ
ん
と
う
の

　
　
　
ふ
る
さ
と

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

　
山
本
　
文
一
　
（
桑
谷
町
）

　
節
分
の
日
と
は
い
え
、
ま
だ
肌
寒
い
日
、

私
は
友
だ
ち
と
二
人
で
岡
崎
市
の
真
ん
中

を
流
れ
る
乙
川
の
源
流
を
発
す
る
山
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
地
元
の
か

一
た
が
た
と
色
々
な
お
話
を
聞
く
機
会
を
得

し
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
純
朴
で
や
さ
し
い

≒
。
ｌ
。
７
　
Ｉ
ノ
‘
『
。
Ｉ
。

I
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。

ｔ一一一一･ｒ‾‾７ｒ一一―J J , J^ ,J一一・･ f’－I ！1 r一一-- I ・●- -Ｉ●　―If－ －１● －－ｌｉ－－－｀・ｌ・一・ｌ－ －t r・”11

　
岡
崎
の
中
心
部
か
ら
車
で
わ
ず
か
三
ト

分
ほ
ど
の
所
の
人
た
ち
に
、
い
か
に
私
た

ち
岡
崎
の
人
た
ち
と
違
っ
た
、
深
い
悩
み

が
あ
る
か
を
知
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
た

ち
が
、
と
つ
と
つ
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と

は
、
ま
ず
、
小
学
校
の
生
徒
が
全
学
年
合

わ
せ
て
も
十
九
名
し
か
い
な
い
こ
と
、

老
人
だ
け
の
家
庭
が
村
全
体
の
四
割
ほ
ど

で
あ
る
こ
と
、
村
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
人

た
ち
の
空
き
家
が
十
戸
近
く
放
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
岡
崎
の
近
く
に
こ
ん
な

過
疎
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
岡
崎
市
の
真
ん
中
を
流
れ
、
し
か
も
私

た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
、

‘t-

Ｓ

Ｆ
あ
Ｆ
ｉ
ｌ

そ
の
水
の
ふ
る
さ
と
の
村
の
人
た
ち
が
、

こ
の
村
も
将
来
は
滅
び
て
い
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
と
半
ば
諦
め
の
心
境
で
語
っ
て

い
る
の
を
聞
い
て
、
私
は
深
く
心
を
打
た

れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
美
し
い

山
々
、
澄
ん
だ
空
、
き
れ
い
な
空
気
、
透

き
通
る
様
な
清
流
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
所
で
、
更
に
、
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
も
、
そ
の
自
然
に
負
け
ず
劣
ら
ず
純

朴
な
の
で
す
。

　
で
き
れ
ば
、
そ
こ
の
人
た
ち
と
岡
崎
に

住
む
人
た
ち
と
で
、
心
温
ま
る
交
流
を
し

て
い
き
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
心
境
を
う
た
っ
て
み
ま
し

た
。

　
素
朴
で
も
　
真
心
が
あ
る
　
理
想
郷

淀黙１，●

▲乙川の源、千万町のスケッチ

往
,!

ゝ【Σ:Xコ，

　●-／
:邑

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

　
兵
藤
　
郁
造
（
上
地
町
）

　
私
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
表
通
り
の
道
を

往
還
と
か
往
来
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
。

　
　
「
そ
う
毅
の
中
に
ば
か
り
居
な
い
で
。

　
　
た
ま
に
は
往
還
に
行
っ
て
遊
び
ん
」

と
よ
く
母
に
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
昔
の
道

路
は
人
の
歩
く
所
で
あ
り
、
ま
た
、
子
供

の
遊
び
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
往

還
」
と
言
う
呼
び
方
に
、
郷
愁
を
感
じ
る

中
年
以
上
の
人
が
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
で
も
、
こ
の
往
還
と
は
、
路
地
や
野

山
の
小
原
を
指
す
の
で
は
な
く
、
主
に
古

い
街
道
筋
の
こ
と
を
言
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
さ
て
、
い
わ
ゆ
る
往
還
は
、
よ
く
所
々

に
鍵
型
に
曲
が
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。

福
岡
学
区
の
西
八
丁
の
通
り
も
、
道
路
が

拡
張
さ
れ
た
時
、
真
っ
す
ぐ
に
な
っ
た
け

れ
ど
、
昔
は
」
－
型
に
曲
が
っ
て
い
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
古
老
に
聞
い
た
話
で

は
、
敵
が
攻
め
て
き
た
時
、
こ
こ
に
隠
れ

て
い
て
、
待
ち
伏
せ
し
て
戦
う
の
に
都
合

が
い
い
為
だ
っ
た
と
か
。
相
手
の
騎
馬
隊

ま
ち|

哨
特|
派
員|
だ
よ|

り
｜

ｋ

　
　
　
ｊ
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
｀
　
一
｀
　
　
　
－
一
　
　
　
一
・
ｌ
ｌ
Ｍ
ｉ
１
１
ぶ
１
｀
４

が
一
団
と
な
っ
て
、
一
気
に
突
進
し
て
く
。

る
勢
い
を
こ
こ
で
食
い
止
め
る
の
だ
と
い

‘

う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
こ
の
往
還
に
は
、
た
い
て
い
両
側
に
溝
・

が
掘
ら
れ
て
い
た
。
浅
く
棚
っ
た
だ
け
の

‘

ご
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
人
悔
の
こ
ろ

だ
っ
た
と
思
う
が
、
大
雨
で
こ
の
溝
に
水

が
溢
れ
て
、
道
ま
で
勢
い
よ
く
流
れ
出
て

い
た
。
そ
の
中
を
数
匹
の
ド
ジ
ョ
ウ
が
休

を
く
ね
ら
し
、
背
ビ
レ
を
出
し
て
、
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
と
道
を
横
切
り
、
と
へ
と
登
っ

て
行
く
の
が
見
え
た
。
こ
れ
は
、
ド
ジ
ョ

ウ
や
鰻
の
習
性
だ
そ
う
で
、
当
時
で
は
、

S-i心に1--ぶＱ－－ ．ｉＱ－ .-I : :　．
ぶ な 心 １ 一 心 １ふ ｰ ，

決
し
て
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
。
往
還
一

は
、
ま
た
、
こ
う
し
た
生
き
物
た
ち
の
通

る
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

▲往還の代表東海道（美合町の旧一号線）
● . 1 1

一 一 一 一 一 一 一 一 一
ｉ ｉ 。 － ． ｊ ｉ - - _ ｊ ｌ

1
1
1
1
1
1
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▲優秀　三菱自動車工業㈱

　　名古屋製作所岡崎工場
　　　　　　　　　　　　　..●●－

　　　　　― -a-　　　　　--　・ゝ
／　づ了斗三｀－｀

ニ･･-‥バ･，･-･-. ' ■ ,ぶグF≧に≒JI二二ｇ

●・

　
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
か

た
が
所
有
又
は
管
理
し
て
い
る
緑
化

施
設
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
優
秀

　
　
日
清
紡
績
㈱
美
合
工
場
（
美
合
町
）

　
優
　
秀

　
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
㈱

　
　
　
（
康
生
通
西
三
丁
目
）

　
　
三
菱
自
動
車
工
業
㈱
名
古
屋
製

　
　
作
所
岡
崎
工
場
（
橋
目
町
）

　　　　　　　入
由町一馬－､目ダ良一鴨通市－イ賞
勝　｀田二場　｀ワ
.-.小町丁町豊不
岩鵬一目一田動
戸ゑ、ヽこヽエ産

町津中　｀太機一
一こ川藤田㈱伝

　白散井将岡馬

　々一武尊崎通　凹三三一エ四
　　ヽ崎郎伝場丁▲最優秀　日清紡績㈱美合工場

－ ● － Ｗ － - － －

１

○
　
乍
理
的
寿
命
と
乍
態
的
寿
命

　
　
「
奈
良
の
春
日
野
」
と
い
う
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
て

い
る
。
。
奈
良
の
春
日
野
青
芝
に
　
腰
を
お
ろ
せ

ば
鹿
の
フ
ン
　
フ
ン
フ
ン
フ
ー
ン
　
黒
豆
や
″
、

そ
ん
な
歌
詞
だ
。
吉
永
小
百
合
が
十
九
歳
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
φ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

歌
っ
た
も
の
が
、
二
十
二
年
後
に
流
行
る
の
だ
か

ら
、
世
の
中
お
も
し
ろ
い
。

　
さ
て
、
前
回
に
続
き
鹿
の
話
だ
。

　
動
物
に
は
、
生
理
的
寿
命
と
生
態
的
寿
命
が
あ

る
。
生
理
的
寿
命
と
は
、
そ
の
個
体
を
最
も
恵
ま

れ
た
環
境
に
置
い
た
場
合
の
が
命
を
言
い
、
生
態

的
寿
命
と
は
、
野
生
の
状
態
に
置
か
れ
た
と
き
の

そ
れ
を
言
う
。

　
鹿
の
生
態
的
寿
命
は
、
通
常
、
十
五
年
か
ら
十

八
年
と
い
わ
れ
る
。
自
然
の
中
で
は
、
弱
い
も
の

は
肉
食
動
物
の
え
じ
き
に
な
っ
た
り
、
群
れ
に
つ

い
て
い
け
ず
に
命
を
縮
め
て
し
ま
う
。

　
奈
良
公
園
の
場
合
。
鹿
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い

人
工
が
加
わ
る
こ
と
で
寿
命
が
飛
躍
的
に
延
び
、

今
ま
で
の
最
高
寿
命
は
オ
ス
が
二
十
二
歳
、
メ
ス

は
二
十
五
歳
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど

鹿
の
生
理
的
最
高
寿
命
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
人
間
の
平
均
寿
命
も
、
年
々
延
び
て

お
り
、
最
近
で
は
、
男
性
七
四
・
八
四
歳
、
女
性

八
〇
・
四
六
歳
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
脳

細
胞
は
、
自
身
を
活
性
化
す
る
成
分
を
取
り
入
れ

市
　
長

な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
か
で
。
老

化
を
食
い
止
め
る
の
が
難
し
く
、
休
は
若
々
し
い

の
に
脳
の
衰
え
だ
け
が
進
行
す
る
と
い
う
事
態
が

起
き
る
わ
け
だ
。

　
人
間
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
未
来
が
明
る
い
材

料
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
た
だ
長
生
き
す
る
こ

と
だ
け
が
幸
せ
か
ど
う
か
。
果
た
し
て
幸
福
と
は

何
だ
ろ
う
か
を
見
据
え
な
が
ら
、
私
の
六
十
年
余

り
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
。
苦
し
い
な
が

ら
も
い
い
波
を
越
え
て
来
た
な
あ
、
と
い
う
感
慨

が
湧
い
て
く
る
。
同
時
に
、
一
瞬
、
一
刻
を
大
切

に
し
て
、
「
よ
り
明
る
く
、
よ
り
住
み
よ
く
、
よ

り
豊
か
な
」
岡
崎
市
づ
く
り
に
向
け
、
全
能
力
を

傾
注
し
て
い
こ
う
と
の
決
意
も
新
た
に
す
る
。

ト
白
鹿
と
寿
老
人

-

Ｌ
一
　
一
－
ｌ
ｔ
Ｊ
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４
鈴
木
　
一
さ
ん
（
明
大
寺
町
）
の
作
品

，●
　
募
集
人
員
　
大
学
＝
1
2
名
、
高
校
・

高
専
ｑ
2
4
名

　
申
請
期
間
　
４
月
1
5
日
出
～
４
月

3
0
日
出
（
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

※
　
中
詰
占
は
、
４
川
１
日
殆
・
か
ら

　
教
育
委
員
会
庶
務
課
庶
務
係
で
お

　
渡
し
し
ま
す
。

　
審
査
及
び
決
定
通
知
　
奨
学
金
支

給
審
査
委
員
会
で
審
査
、
決
定
し
、

本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
こ
の
奨
学
金
は
、
貸
与

で
は
な
く
、
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

の
で
、
返
済
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
卒
業
後
の
就
職
、
進
学
な
ど

に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
は

　
お
忘
れ
な
く
／

容
2
3
よ
）
１
７
２

　
6
1
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

も
う
納
付
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一

の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

ば
か
り
か
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

さ
え
受
け
ら
れ
な
い
場
ム
‥
が
あ
り
ま

す
。

　
保
険
料
の
免
除
制
度

　
収
入
が
少
な
く
生
活
に
困
っ
て
い

る
場
合
や
病
気
・
災
害
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

強
制
加
入
の
か
た
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
限
り
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
改
定

　
４
月
分
か
ら
の
保
険
料
は
、
定
額

保
険
料
＝
月
額
７
、
４
０
０
円
　
付
加

保
険
料
＝
月
額
７
、
８
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
４
月
に
全
期
間
二
年
分
）

前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
定
額
保
険
料

＝
８
６
、
６
６
０
円
、
付
加
保
険
料
＝

９
１
、
３
４
０
円
と
な
り
割
り
引
き
に

な
り
ま
す
。

｜

ｌ

市
政
だ
よ
り
容
2
1
－
1
1
1
1

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

　
保
健
だ
よ
り
き
2
1
ｒ
．
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

　
貫
お
お
は
心
し
酋
ｌ
‥
一
い
1
1
1
1
3

　
（
創
作
童
話
）

　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
～
1
5
日

　
　
「
留
守
番
Ｌ

作
嗇
神
取
康
江
さ
ん
（
伊
貿
町
）

－
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
ま
で

　
ピ
ー
コ
と
留
守
番
。
つ
ま
ら
な

　
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
…
…
。

コ ヱゴ オ 峠

作゜Ｐ
消
防

署

の
仕

事

山

あ

い

の
学

校

りと

　ひ
　ろ

　フ
　づ

　く

あ夢

ると

ま口
ちマ

圖ン

崎の

市

民

課

□
ピ

¶

山

あ

い
の

学
校

りと

　つ
　ろ

　つ

　つ
　く

あ夢
ると

ま口

ちマ

岡ン
崎の

　地

｜域
六を
ッ見

美る

｜

市

民

コ
ｌ

ナ

Ｉ

※
午
前
1
1
時
か
ら
約
１
時
間

昭
和
6
2
年
度

　
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
容
2
3
－
６
４
1
９

　
経
済
的
な
理
由
で
、
修
学
困
難
な

か
た
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
資
格
と
条
件
　
○
市
内
に
３
年
以

上
住
ん
で
い
る
か
た
の
子
女
　
＠
大

学
（
大
学
院
な
ど
は
除
く
）
、
高
専

又
は
高
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た

＠
修
学
の
意
志
が
強
固
な
か
た
　
○

日
本
育
英
会
な
ど
か
ら
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
か
た

　
奨
学
金
の
額

aE

S

i

劈ｌ

私

立

大

学

国

公

立
大

学

月
額

五

千
円

月
額

一
一一千
円

月
額

八

千
円

月
額

六
千
円

就
学
援
助
制
度

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
－
6
４
2
5

　
お
子
さ
ん
が
小
・
中
学
佼
に
就
学

し
て
い
る
（
6
2
年
度
小
学
校
入
学
予

定
者
含
む
）
家
庭
で
、
経
済
的
理
由

で
お
困
り
の
か
た
に
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
（
6
1

年
度
市
民
税
の
所
得
割
額
が
二
万
四

千
円
以
下
の
世
帯
な
ど
）
が
あ
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
お
子
さ
ん
の
在
学
す

る
学
校
又
は
学
校
教
育
課
学
事
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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●ｌ
格
な
ど
は
、
係
へ
お
尋
に
ね
く
だ
さ
い
、

｜

ｌ

た
め
に
、
農
地
の
転
用
（
農
地
を
農

地
以
外
の
用
途
に
用
い
る
こ
と
）
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
け

出
又
は
県
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で

す
。
許
可
等
を
受
け
な
い
無
断
転
用

　
（
違
反
転
用
）
に
は
厳
し
い
罰
問
が

あ
り
ま
す
。

　
転
川
の
届
け
出
・
許
可
申
砧
の
手

続
き
に
は
、
阪
雅
な
部
分
や
必
要
な

添
付
書
類
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
農
業
委
員
会
（
市
役
所
農
務

課
内
）
　
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身体障害者センター

｢友愛の家」

定期事業の
ご　案　内

昔21－8077

　
【
友
愛
の
家
一

　
更
生
相
談
　
　
４
月
５
日
剛
　
午

前
1
0
時
～
午
後
２
時

　
機
能
回
復
訓
練
　
４
月
９
日
出
・

1
6
日
出
・
2
3
日
出
・
3
0
口
附
　
午
前

９
時
～
午
後
２
時
3
0
分

　
書
道
教
室
　
　
４
月
７
日
㈹
　
2
1

日
吻
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
生
花
教
室
　
　
４
月
７
日
吻
・
2
1

日
吻
　
午
後
１
時
～
２
時
3
0
分

　
ペ
ン
習
字
教
室
　
　
４
月
1
4
日
出
・

2
8
日
出
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
編
物
教
室
　
　
４
月
1
4
口
出
・
2
8

日午

４

日物日

(川)教(日)

　室

午－午

後視前

１党10

時障時

１害Ｓ

２部正

ll# 一午

30

分４

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
　
　
４
月
５

川
・
1
9
日
間
　
午
前
1
0
時
～
正

　
「
岡
崎
竜
城
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

　
水
泳
教
室
　
　
４
月
６
日
㈲
・
1
3

日
間
・
2
0
日
川
・
2
7
日
間
　
午
後
６

時
3
0
分
～
８
峙
3
0
分

Ｇ圀Ｄ
空
き
家
待
ち

　
　
入
居
者
募
集

一
塊
狐
倒
宅
課
住
宅
管
瑠
俐
。

　
　
　
昔
2
3
　
６
3
2
０

　
募
集
す
る
住
宅
　
第
１
種
　
土
井

荘
・
中
之
郷
荘
・
桑
谷
荘
・
荒
井
山

荘
　
第
２
種
　
土
井
荘
・
巾
之
郷
荘
・

桑
谷
荘

　
申
込
受
付
　
４
月
１
日
困
～
3
0
日

附
に
建
築
住
宅
課
で
、
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
中
込
方
法
・
資

　夜間照明施設のご案内

　　　　　　教育委員会体育課昔23　636 1〔利用期間　４月1日～10月31日〕
区分 旅設名 利　用　橿　目 朗咄ご？） 利用の申込先 利用時岡

学

校

画

動

場

小

学

校

連尺
羽観
梅園
接石

亀美丘

蛾南
大門
小豆坂
岡崎
上地
縁丘

■/-7＼-ボールI面　多i的 800川 み学区学校!俐汝

直言Hi it
r･ik

a叶恥分

　～(〕時

大枡寺 女子ソ~! '!■ボールのみ1 Ifiji多卜(|ij! 7 0 0円

Ξ 矢作北 杖式野球1飛･ノヮトボールili(ii侈卜的） 1 .2 0 0円 丿･lJ K-'i- タ一
　n:tト･口心

EI
南 軟式野球り 1 .800円

｣小価^<体肯陥

af;:s－isii

1･iS5ii-i

　ヽ!-i時

日名 1，fSOO円

岐 軟式野球■:ftソフトボ-･い　2[t 1.400円

明神檎 収式野球乖ソフトボー-It.・　1面 1.2 0 0川

六名 ｀/フ]-ぶ－'-.　　　　1 lfl] 1 .1 OO円

農
地
の
転
用
は

　
許
可
が
必
要
で
す

岡
崎
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
　
６
１
９

５

　
　
「
農
地
」
は
、
食
糧
の
生
産
と
い

う
而
の
ほ
か
に
、
治
水
や
環
境
保
全

と
い
う
社
会
的
な
役
割
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　
農
地
法
で
は
、
優
良
農
地
を
守
る

岡
崎
墓
園
の
お
墓
参
り
は
臨
時
増
発
バ
ス
で

　
存
の
お
彼
岸
に
、
岡
崎
墓
園
へ
お

墓
参
り
を
さ
れ
る
か
た
の
た
め
に
、

３
月
2
0
日
吻
と
ｃ
＾
日
励
の
２
日
間
臨

時
増
発
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
、

臨時増発名鉄バス運行時刻表

　62年3 月20 him・2i日測

　人人片道34 ( 円小人片i£ii70円

発　　　・岡崎墓園ゆき

間
賃

期
運

東岡崎

東岡崎 中伝馬 ％Ｊ 稲熊 岡崎墓園

9:30

0:00

0 : 30

1:00

3:00

4:25

9:32

10:02

10:32

11:02

13 :02

14:27

9 :34

10:04

10:34

11:04

13:G4

14 : 29

9:37

0:07

o: 37

1:07

3:07

4:32

9:52

0:22

0:52

1:22

3 : 22

4:47

－
　
　
　
‐
ｉ
－
―
－
‐
－
－

保
健
課
斎
場
係
　
登
4
6
　
3
2
6
0

　
こ
の
期
間
中
は
、
道
路
や
墓
園
内

で
車
の
混
雅
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

マ
イ
カ
ー
で
な
く
、
な
る
べ
く
臨
時

増
発
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発一一一→東岡崎ゆき岡崎墓園

岡崎墓園 稲熊 ％ｊ 中伝馬 東岡崎

0 :30

1:00

1:30

2:00

3:55

5:20

10:45

11 : 15

u : 45

12 : 15

14 : 10

15:35

10:48

n:18

11:48

12: 18

14 : 13

15:38

ｏ：50

１：1^0

１：50

２：20

４：15

５：40

0：52

１：22

１：52

２：22

４：17

５：42

○-OトOﾍﾞﾆ）¬It)ﾑ

y

轜に)しゴ

。　　‥[ｽﾞ

*t≫a]

犬○
邨
　
熊

一
一

つ
女
子
高
校
前

○＜)べ)=べ

●　　●　　●-晦
園
小
学
紋
下

中
伝
馬

束
岡
崎

〇
運
転
系
統
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お知らせ㎜
受講生募集＝

申込先

　岡崎保健所

　保健予防諜母子栄養批当

　　　酋22 －2 5 0 1

健康づくり栄養教室

岡崎保健所

30名程度

電話でお申し込みください

　(期限は、４月15日まで)

　　　　こ

会　　場

募集人員

申込方法

●

ガ
ラ
ス
工
芸
教
室
受
講
生
募
集

清
掃
セ
ン
タ
ー
　
萱
刀
　
　
1
5
4
3
6

岡

崎
ｊ

？

相

談
日

が
週
３

回
に

一心

配

Wφ
－
と

相

談

結

婚

相

談
－

　
４
月
か
ら
、
相
談
日
が
週
―
回
増

え
、
毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
の
週
３

回
に
な
り
ま
す
。

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
会
館

　
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前

　
　
　
　
９
時
～
正
午
）

　
　
―
－
ｉ

名
鉄
バ
ス
岡
崎
自
動
車
営
業
所萱

2
1
　
1
９
1
８

－
　
‐
美
　
　
合

3 月3日から上地・緑丘地区に

ベス路線が新設されました。

緑|

－上
地
西丘

勤
労
福
祉
会
館
北

商
工
会
議
所
前

東
　
　
岡

り
］

康
　
　
生

町|

ｌ

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

15
日

俐

14
日

㈹

13
日

㈲

11
日

巾

10
日

図

９

日

恥

８

日
團

７
日

肉

６
日

間

４
日

出

３
日

向

２
日

附

１
日

俐

賢

日

1

41

ツ

区

東丁町上

町目２六
　｀｀区名

向六｀4
山名六丁

町新名目

　゛町南｀
三Ｕ六

崎六・名
町名2本

寺目明南

葵｀大明
　六寺大

　名町寺

　1 "■1
　丁上・

　目六２
　　｀名区

　明1 ｀
　人丁南

町六

　｀名

六２

名・

本３

町丁

１目

区｀

　真．

　宮

ち六寺久

町名本後
　２町崎

　・第１

　3 1・
　丁町２
　目内区

　　｀会｀
　上･Ill]

　六上大

辻大

中平

　｀束

丸｀

巾人

　平

　下

　大

　平

大

平

士．

人

ｆ

西

1

9

■t.-.
丿

Ｊ

５柱

・曙

6 1
区・

　Ｚ

　３

　４

戸
崎

５

６

７
区

崎戸

元崎

町１

　ゝ●
戸２

崎・

日4

清区

地｀

区戸

束羽羽
山根根

　陣束
　場山

　祠

　搬

　1 "^
　弓北

羽羽
田根

東北
四

2 2

3 3
区区

収

集

町

名

※
　
持
ち
寄
り
場
所
の
わ
か
ら
な
い
か

　
た
は
、
各
町
の
術
生
委
只
さ
ん
に
お

　
尋
ね
く
だ
さ
い
。

講座内容受講料法方込申募集人員

４
月
７
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

口
一
回
で
修
了

三
万
円
（
1
2
回
分
実
費
）

市
外
の
か
た
は
割
増
料
金

３
月
1
9
日
～
2
8
日
の
間
に
認
め
印
を

持
っ
て
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い

４
月
５
日
か
ら
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
Ｉ
４
時

実
演
に
よ
り
指
導
（
―
回
講
座
）

１
回
二
千
五
百
円
（
実
費
）

希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
認
め
印

と
受
講
料
を
持
っ
て
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時
Ｉ
午
後
４
時
、
土
咄
日
は
、
午
前
９
時
～

　
正
午
、
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
ま
す
。

1
0
名
程
度

・
定
貝
を
超
え
た
場
合
は
．
市
内
の

　
か
た
を
優
先
し
て
抽
選

Ｚ
ヤ
　
　
　
ｆ
＆
Ｉ
’

　
　
ム
Ｖ

＆
｀
。
ｊ

｀一Jtfca ,; - ●r--

1
0
名
程
度

・
先
着
順
に
締
め
切
り
ま
す

色
応
募
資
格

　
1
8
歳
以
上
の
か
た
。
高
校
生
は
除
き
ま
す
、

蚕
そ
の
他

・
初
級
コ
ー
ス
修
了
後
、
中
級
コ
ー
ス
の
開
設

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
初
級
コ
ー
ス
修
了
者
に
修
了
証
書
を
授
与
し

　
ま
す
、

・
昼
食
は
、
各
自
ご
川
意
く
だ
さ
い
。

，●



●

　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜

市政だより昭和62年３月15日15-

岡崎市制lo周年記念

　　岡崎観光文化百選写真展

　　　会場：岡崎市美術館(入場無料)

　　　期間：３月25日～29日

職
業
訓
練

募生
　の
集

岡
崎
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
ａ
２
１
　
０
８
２
９

商
工
労
政
課
労
政
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
6
3
5
1

－
‐
－

　
訓
練
科
目
　
建
築
（
３
年
）
、
左

官
（
３
年
）
、
板
金
（
３
年
）
、
石

材
（
３
年
）
、
木
工
（
２
年
）

　
訓
練
日
　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

　
（
午
後
６
時
3
0
分
１
９
時
即
分
）

　
入
校
資
格
　
中
学
卒
以
上
で
職
業

訓
練
指
導
員
の
実
技
指
導
が
受
け
ら

●，
れ
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
か
た

　
入
校
日
　
４
月
1
7
口
吻

　
申
込
み
　
所
定
の
入
校
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
1
5
日
～
４

月
1
6
日
の
間
に
、
訓
練
校
（
伊
賀
町

西
郷
中
一
二
二
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。家

庭
教
育
相
談

岡
崎
市
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
萱
2
4
　
4
1
0
0

　
開
設
日
　
毎
週
木
曜
日

　
会
場
　
岡
崎
市
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
ー
ム
（
岡
崎
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階

　　自動車文庫ｅ

ｘ）あおい号S51尽2 5 1
巡回日 巡　回　場　所 駐車時間

７日叫
21日脚

岡崎小学校 矢作農協牧内支店 午前10:00～11:00

常磐小学校 井田小学校 午後i:30～t:30

常磐束小学校 Hif 園小学枚 午後3:00～1:00

４日出
15S南

限石小学校 午前lO:OD～ll:≫[)

a々　公　図 繩　団　地 午後i:30～2:30

２日南
16日(*)

峨南小学校 本宿グ■(ーンランド 午NillO:OO～U:㈲

大門小学咬 午後I :30～2:30

大田寺小学校 午後3:00～-1:00

３日廟
17日廟

北野小学枚 福岡小学校 午前10:00～11:00

連尺小学校 本宿小学咬 午後l:m～2:30

人作北小学校 生平小学咬 午後s:00～.1:00

14日(匍
28日(火)

喝川小学校 六ッ美南部小学校 午前o:o←n:00

i-=il|川小学校 心田小学校 午後1 ::!0～2:30

奥殿小学校 岩津小学咬 午'<&:>.:00～4:00

8日休
22日(*)

人･作西小学杖 矢作束小学咬 午市』10:0(トII:00

秦梨小学校 竜谷小学校 午後i:ぷトー2 ■■ぶ）

常舛南小学校 山中小乍咬 午'i&:i;川～4:00

9日(木)
23a(木)

六ッ美北部小学校 六･,美中部小学校 午前1り:OU～11:00

愛宕小学校 美合小学咬 午後i:so- 2 :31)

li: 幡小学校 藤111小学咬 午後3:0(1 - ･1:00

＼Q日廟
24日吻

上地小学校 弑Is.小学咬 午fjijio:IJIJ丿1:00

美合平地荘 北斗台団地 午後1 i30～2 :30

１日(水)の巡回を４日(土)に変更します。（注）4月は、

｜

Ｓ

明
大
寺
本
町
一
丁
目
3
4
）

　
相
談
員
　
岡
崎
市
社
会
教
育
指
導

員
　
加
藤
義
夫

　
申
込
み
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー

ム
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
月
の
行
事
予
定

　
美
術
館
　
　
容
５
１
　
４
２
８
０

游
目
会
青
年
部
展
（
書
）
が
～

デ
ッ
サ
ン
教
室
作
品
展
（
洋
画
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
～
％

第
1
1
回
群
翔
展
（
洋
画
）
が
～
％

第
2
4
回
書
門
西
三
学
童
書
展

　
（
書
）
　
　
　
　
　
　
　
％
～
％

第
1
8
回
悛
会
美
術
展
（
総
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
～
％

専
正
池
の
坊
い
け
ば
な
展

　
（
華
道
）
　
　
　
　
　
　
　
｛

第
９
回
み
や
び
会
染
色
展

　
（
そ
の
他
）
　
　
　
　
　
　
一

第
６
回
岡
崎
Ｈ
・
Ｃ

　
（
写
真
）

友
絵
会
ち
ぎ
り
絵
展

％
～
％

●

　
％
１
％

Ｃ
写
真
展

　
％
～
％

（
そ
の
他
）

　
　
％
～
‰

第
2
3
回
美
協
展
（
総
合
）
％
～
％

　
開
館
時
間
　
午
前
1
0
峙
～
午
後

６
時
（
入
館
は
午
後
５
時
3
0
分
ま

で
。
各
行
事
共
妓
終
ロ
は
閉
館
が

早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
場
無
料

〔
岡
崎
市
〕

　商
　工
容労
23政

｜課
６

2
1２

庁
金
融

相
談
ｄ 名

称

15日

Ｕ i3 9
時日

S

16
時

相

談

日

時

　　13

　　時

　　30

Ki ﾀ>

ll.'f S

　　９

　　時
　　30
疋分
午｜

回
只

｜民 肘 ｉ

１※
　
経
営
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

〔
岡
崎
商
工
会
議
所
〕
萱
5
3
‐
6
1
６
1

11 m目s 金

融
相

談

発

明
相

談

法

謡

談

税

務
相

談

名

称労

務 蛮
工
業

９

日
15
日

17
日

７

日
iil±毎･
ぐ

ひ

３
日

17
日

６

日

20
日

毎
週

火
曜

日

相

談

日

Ｘ ｇ 109

諮

ｇ
郷｜

※
　
金
融
Ⅲ
談
の
う
ち
、
商
工
中
金
は
1
0

　
日
、
中
小
公
庫
は
2
4
日
の
そ
れ
ぞ
れ
1
0

　
時
1
1
5
時
で
す
。
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お知らせー
生活課市民相談係

き23一6492～6494
市民相談｀＼ ？″

●

　市民相談係では、つぎのような相談を行っております。お

気帷にご利用ください。
ただし交通事故相談’
のみ土曜日休業毎日行っている相談

{

^BAA^^
‥‥…………

　　　　締切り３月31日(必着)
問題：「岡崎のさくらまつり」のメーン行

　　　事で４月４日に行われるのは何？

応募方法　はがきに、「答」と、住所､氏わ、

年齢、職業を明記のうえ、〒444市内十王

町２丁目９番地、岡崎市役所広報課広報係

あてお出しください。

※　はがきは、I人l葉とし、正解者の中か

　らs名のかたに記念品をさしあげます。

　１月15日号の答　「２月１日」

　応募総数は98illiで、抽選の結果、赤塚悛

明さん（中町）、宮地尚子さん（山綱町）、

豊山英鮒さん（伊賀町）、都築豊子さん（滝

町）、加納mm子さん（赤渋町）の5名の

かたに記念岫をお送りします。

　２月15日号の答「拉!トビア’8フ」

　応募総数は86 通で、抽選の結米、欄代康

忠さん（宇頭北町）、岡田英子さん（相III

町）、成田豊さん（伊賀町）、上田静子さ

ん（上地町）、山本正義さん（坂左右町）

の5名のかたに記念品をお送りします、

名　称 内　　　　　　　容

行政相談 市政に対する苦情・要望・意見・柑談・問合せ

生活柵談 日常生活から生じるいろいろな困りごとの相談

交辿小故杜|談 交通本故の鵬價問題.保険請求手続き、示談の進め方などの希頭

高齢者職業柑談 45歳以上のかたの求人・求職の相談と紹介き23－6490

(午後１時～4時)特別の日に行っている相談
名　　　　称 相鮫日 相　談　員

心配ごと・人権相談 呵昌 人権擁護委員

困りごと・行政相談 個ぼ 行政相談委員

法　律　相　談

言帖よ聯）

　　(> f
　　i:u

■1Jl2()fc
　　24 fc

　　27 [

）
）
）

）

弁　護　士

住宅金融公庫

融　資　相　談
4 引O日吻

住宅金融公庫
利　談　貝

税　金　相　談 4 )]9ﾛ巾 税　理　士

登　記　相　談 4 月9日困
司法書士

土地家屋調査士

建　築　相　談 4 ni5日出 建　築　士

洲量設計相談 4 月23日出 糾　量　士

ｌ●

相談は、すべて無料・秘密です。

市民ill談係は市役所正面玄関を入って右側です。

※

※

サ
ン
ヒ
ル
ふ
じ
か
わ

（
第
２
次
）

分
譲
住
宅
の
募
集

愛
知
県
住
宅
供
給
公

゜
“
０
５
２
　
９
６
１

づ
こ
八

１
１
　

１
六
‐
」

　
所
在
地
　
市
内
市
場
町
字
神
山
、

字
笠
松
地
内
（
交
通
１
名
鉄
藤
川
駅

し
つ
け
に
思
う

　
岡
崎
市
生
徒
特
別
指
導
推
進
委
員
会

　
青
少
年
婦
人
室
　
ａ
２
３
　
６
４
３
４

　
学
校
生
活
で
、
生
徒
に
注
意
を

与
え
た
峙
、
「
は
い
」
と
素
直
に

返
収
が
返
っ
て
く
る
と
気
持
ち
が

よ
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
時
に

は
何
も
言
わ
ず
に
横
を
向
い
た
り

反
抗
的
な
言
動
を
と
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
指
導

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
考
え
こ

ん
で
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
生
徒
の
行
動
に
は
非
常

に
幼
隆
な
一
面
が
見
ら
れ
ま
す
。

私
語
が
多
く
騒
が
し
い
。
長
時
間

静
か
に
し
て
い
ら
れ
な
い
。
敬
語

が
使
え
な
い
。
口
答
え
を
す
る
。

持
ち
物
や
公
共
物
に
落
書
き
ｔ
１
　
る

歩
き
な
が
ら
飲
食
を
す
る
。
電
弘

バ
ス
の
中
で
大
声
で
話
を
す
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
他
人
の

ｌ

よ
り
約
1
4
分
）

　
募
集
戸
数
　
建
売
住
宅
2
5
戸
・
分

譲
宅
地
1
6
区
画

　
申
込
受
付
期
間
　
住
宅
宅
地
債
券

優
先
譲
渡
住
宅
＝
３
月
2
0
日
１
２
　
１
日
、

一
般
譲
渡
住
宅
＝
３
月
2
5
日
～
2
9
日
、

分
譲
宅
地
１
３
月
2
0
日
～
2
4
日

　
※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社

版
売
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

事
を
考
え
て
調
和
的
で
あ
る
事
が

で
き
ず
、
嫌
な
こ
と
は
避
け
て
自

山
奔
放
に
振
る
辣
う
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
時
に
は
攻

撃
的
で
あ
り
、
自
己
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
能
力
を
失
う
事
も
あ
り

ま
す
。

　
幼
い
時
か
ら
の
し
つ
け
が
不
十

分
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
幼
匯

で
本
能
的
、
自
己
中
心
的
な
振
る

舞
い
を
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
現
況
の
生
徒
た
ち
に
は
よ
い
意

味
で
の
大
人
の
影
響
が
不
足
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
家
庭
も
学
校
も

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
根
気
強

く
咄
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
小
さ
な
こ
と
も
見
逃
さ
ず

気
の
つ
い
た
人
が
気
の
つ
い
た
場

所
で
大
人
と
し
て
の
杉
響
力
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
生
徒
の
健

全
な
発
育
に
役
立
つ
も
の
と
確
儒

し
て
い
ま
す
。
粘
り
強
い
ご
脇
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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４月・

昭和62年度犬の登録と
　　狂犬病予防注射

保健課防疫係　昔23－6068

(第I次日程)

市政だより

保健だより

お　か　ざ　き

-

-
-

-

-

-
-

-

　昭れi62年度の犬の-EL 録と征大病予防注射を､下記の日程

表のとおり実施します。生後91日（３か月）以上の大は、

毎年1回必ずこの登録と注射を受けなくてはなりません。

　刈奪となる犬をお飼いのかたは､最寄りの会場へお出か

けください。なお、大が病気、妊娠中の場合は、獣医師

に相談してから注射を受けてください。

（また､死亡、譲渡の場合は保健課防疫係までご連絡ください､）

●　料金　4.600円（登録料・注射料等）

日(咆) 午　　　　　　　　　　　　前 午　　　　　　　　　　　　後

時　　間 会　　　　　　場 時　　問 会　　　　　　　場

４月

6 H(川)
H)こn○～ll：30 叫大寺|||J･ 巾　立　回1　諮F　館

｜ ;30～2：10 中岡崎町 '|‘-　川　公　園

２：30 ～3：30 上六r,aril 助労青少年.ホーム

７出匍 10:00～11：30 羽蜘"IT 吏　巾　薗　G||l　■:･{■ Ｌ：30～3：30 中　島Hi｣‘ 六ッ笑農協中島支店

8 日困 10:00一一11:30 百々　町 百　々　公　i心　館 1 ;30～３：(10 t毎回川’ 晦　園　小　学　校

９日(昶
U):00―10:40 伊賀町 萱宕学区市民ホーム

１：■Mトー3ニ30 丼m町 北　部　公　会　堂
ll:00～li:30 十　1-.町 丙　　y,＼＼　　院

10 s 令 H :OO~ll：30 中島町 六･･芙農協中鳥支店
１：30― Z：30
一一一一一一－---－－２：so― 3：30

明大寺1町
一一一-一一-----一
元能til町

　危　　f毎　　μ完一一一-●-----------------一
　ふ　　専　　　卜

13日㈲ 10：00～II：30 六隋町 市尺会館南川|』町･|'"場

１：30～2：10 I 奥殿ill; ｜発農協吋殿女店

２：30― 3：00 IS 石’i町　肖心j mi fai 局前

3 :20~ :i：30 流通津町 渡通津説敦所前

MI卜刈
｜鴨in 町 葵農協大樹寺支店

Ｌ：30-3：:^o 大　’ﾄﾞill; 人瀬市民センタ―lU・りU~ 11・ヽ》リ

中　　↓||r 巾　|几|　公　艮　館

］５川印 10：00～11：00
本宿町 東部農協本宿支店

１：30~ 3：30
矢作町 人i乍農協本店

洞　　iilj’ 洞　消　防　俵　萌･ 下青町111] 六ッ美t!j･Kセンター

If)川昶 11):00～11：00
日名西町 日　名　n　liJ! ',･:･｀

１：30～3：30
福岡町 福岡学区市民ホーム

會十 なBi]･ 御　鍬　神　杜 宇皿町 牢　りfi　公　民　屁‘

17 日(勿 10：00―11；30

刊B川財』' 北　斗　台　今　館 １：no- 3 :30 大門3 1"目 I- 大門4･ヽへとm

中之叫町 中之郷公民館

１：30～1 :50 /｣. 美｢ 順　　正　　　￥

２：00～2：30 1 (呆は1町 似　に　分　民　館

２：40－3 :30 圖　　|||Γ　■rli　　良　　寺‘

IS日（|･） 10：00～11：30 康生通1哨 岡　1『唐　i某　随　'剪 ~~

20 HUD

10：00～11:30 腫　　町 南　部　公　会　堂 I :30~ 3：30 ち冊　目　m 沁i乍北学区市i心ホーム

U):( 0 ―11：00 |痢蔵前III」 葵農協岩津支店
１：3C ~ 2：30 中　　町 中　四　公　民　館

2 :50～3：10 英今町 美　合　公　民　卵

21 i＼幻 U)：no ―11：30 tu岡町 憎;川学区市1丈ホーム
１：:i()～3 ニ30

丼^内町 六ッ美農かす-内女>ﾘ

山m lii] 爾乱rft" 民センター 滝　　町 略惣m,常磐支店

22日C昶 10：00― 11:30

束本郷町 人作農協本郷支店 １：30～:i：30 絲It. 2 J'I」 みk' 'I　公民館

大西町 屯美丘大西公民館
　１：30- 2：30

－一一－－－－－一一一一・－
　2 :50～3：30

　藤川　町－－--------･･-
　桑谷町

　伝　　誓　　　.']･･

－－，－－－－－－－－●－－－－－－－－－
　Ill) 七谷連絡明

23 Vi(和
10：00～11：00 朝　日　町 川　日　公　i心　館

　ｌ：■AUヽ-2：00
－－－－－－－－－－－－－
　２：10～3 ：30

　池金||ir

－－－－－－－－－一一
　本宿町 　池　金　公　民　郎=-=四=========-======r＝　*[-i)本'm学区公尺館

10:00―11:30 柱　　iin 南　巾　学　咬 ｌ :3t　－3：30 植 火-l乍At学区市iviホーム

2411 郭 10：00～11：30

相川町 舶丿M第二公尺館
１ :30～1 ：50 恵ih町 ･If　田　月ヽ'-■/■-　til

２：It　- 3 :30 岩津町 岩｀冲市民センタ―

蓑　川　町 蓑　H|　公　尺　館

１：30～2：00 田　口町 川11　公　尺　館

2：20～2：40 米刈内剛 米河内公民館

2:50～3:10 安pi |"」 女戸消防":,i:所

３：20～3 :40 大柳川」 去　柚＼　公　民　糾’

27日(J!) 10:00～il：30

矢作町 矢作農協本/,' １：30～3：30 牧内町 矢作農協牧内支1,ﾘ

井田町 井　田　八　幡　穴
１：30― 2：30 若松束２自| 若松東公民館

２：50― 3：30 吐　　町 綿　柚　神　杜

28 n 心 10：00～11：30

井内町 六ッ美農協井内女店

1 :30～2 :0 I 余梨町 本　梨　小　学　咬

２:2()～2：50 生平町 生平町公民館

３：10～3：30 蓬生町 ^^生HIT 令i吃節

牧内町 矢作農協牧内支店
１ :30～2：20 吹　人町 吹　矢　公　尺　館
２：40― 3 :30 美合町 平地中や民館

５月　　　　　　　　　　　　　　　（第2次日程）

７日ぐ昶 10：00～11：30 4町潭I Ill」梅　園　小　学　校
1 ：30～2 :20 福岡川 Ｍ岡学区「ﾄ民ホーム

２ ■.'＼〕～3：30 什　　川 函　部　公　会　叩

8 1:耗勿 10：00～n :30 鴨11!　町 葵農協大樹寺支店
1 ニ30～2 :2Q 芙介町 平地巾公民館

２：40― 3：30 本絹町 拍)本宿学区公民館

9 日(IJ 10：00～11:30 康生通西 岡　崎　保　随　所 　
11 13(JI) 10：00～11：30 上六名3丁目 勤労青少年ホーム

1 :3(　-~2:10 岩津町 岩津市尺センター

2 :30～3：30 矢作町 沁作酵t/A木店

12II(･,り 10：00―11：00 'F vr･ 町･｜「 六ッ美市民センター
１：30～2 ：30 大平町 大平市尺センター

２：5( ～3：30 輿こ田nrr 北　部　公　会　堂

●

●ｌ
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保健だより
　　　　　　　　　保健課　豊23　6 1 7
１保健センターの教室

　　　岡崎市保健センター　a25　1144

９

ｌ　ｌ

申込方法　事前に保健課S23　6084)へ電話で申し込

　　　　　み、当日会場へお越しください。

健康料理教室 便秘を防ぐ
繊維たっぷりの食事

日時　４月28日(火午前10時～午後零時o分(受付9時3吟から)

ヽ対象　市内在住のかた

づ･内容　講話・調理実習・試食

・講師　栄養士　近藤かづ于氏

・定員

　　※

24名

エプロンを持参してください、

材料費の一部として、200円いただきます。

　-‥一一一一一一---一一･第1回小児まひ予防
- 一 一 －

一 一

経口生ポリオワクチンの投与

　　　　　　　　　　保健課保健係　雲23‾6 1 8 0　■
　㎜　-

---←---Ｗ-”－¶
〉対　象　昭和61年中に出生した幼児及び、昭和fio年以

　　　　前に出生し、ワクチンの2[n]投与を受けていな

　　　　い幼!/i（^t歳の誕生日まで投与可）

ト料金無料

＜４月の日程表＞（5 i＼の日程は、４月15ロ号に掲幟）

e(曜)
会　　　　場　　　　名

午Hi)10:00～11ニ30 午後l:30～3:30

２日出 岡崎市保健センター 岡崎市保鮎センター

３日９ 岩i.lt市民センター
岩沖市民センター

福川学区市民ホーム

６日(1} 岡崎^^^保健センター 岡崎市保健センター

７日(■k) 矢作市民センター 矢作巾民センター

８日(羽 大樹寺学区市民ホーム
大樹寺学区市民ホーム

六ッ美市民センター

９日閑 m崎市保健センター 岡崎市保健センター

10日吻 大平市民センター
大平市民センター

東部市民センター

14日(迦 南部市民センター 南部市民センター

15日(羽 ぺ 六ッ美市民センター

17日倒 岡崎市保健センター 岡崎市保健センター

※　投与当日は休温を測定し、通知書・ほ子健康手帳

　をご持参ください。

木曜夜間当直の歯科医師

＜４月の日程表＞

岡崎歯科医師会　　■

時間　午後6時～9 時

２　日 ９　日 16日 23 日 30 日
宮野削柩院
(伝馬通)

昔24-0321

村田歯科
(下青野町)
魯43-3233

山本歯科医院

(大樹寺)

音21 -3367

米m梧院
(｣二地町)
054一0880

和旧歯糾
(中島町)
043-4868

－18

■‾　　　　鮨

　健康相ａ健康に関すら相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

〉場　　所　岡崎市保健センター（き25　1144)

〉持参するもの　健康手帳（まだお持ちでないかたは受

　　　　　　　　付へお申し出ください）

＜４月の日程表＞　（保健課健康竹理係　き23　6084)

日(昭) 受付時閻 内　　　　容

７日肉 午前o時～11時 ・血圧洲定、尿検を

・みそ汁の塩分浪度川定

・保健婦の1固別相談14日圃 午iWio時～11時

28日i'K) 午後i時■>時

・血圧洲定．尿検介
・みそ汁の塩分浪度測定

・保健啼の個別相談
・内科医師の＼＼別相談

・歯科医師の個別Ⅲ談

　※

■

みそ汁はよくかきまぜてコ' ･プ半分位お持ちください，

難 病 相 談 室
　　　　　岡崎市医師会難病相談室　fi52　1572

■

＞対　象　難病で悩んでいるかた、難病ではないかと心

　　配しているかた、又はその家紋のかた

〉日　時　日咄、祭日及びセンターの休館日を除く毎日

　　午前９時～午後４時

ﾝ一場　所　岡崎市医師会公衆衛生センター内難病相談室

〉その他　申込方法など詳しいことは、甦病相談室にお

　　問い合わせください。（無料・秘密厳守）

糖尿病とは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市医師会

　食生活の向上に伴い、糖尿病が増えてきました。この

病気は、m蔵から出るインシュリンの作用不足によって

起こり、多くは遺伝因子に何らかの発病囚子が重なって

発病します、囚子としては、i!Clij5ii、感染症、妊娠、精神

的ストレス、内分泌異常等があげられます。軽い場合は

検診等で発見されることもあり、口がかわく、休がだる

い、尿が多い等の症状で、検査をしてわかることもあり

ます。尿に糖が出ている時には､真の柵尿病であるのか、

他の原囚で出たものかを見極めるために、柵ix荷試験、

すなわち血糖検査をします。

　＼自i糖が多く、糖尿病と決まれば、基本的にはkm療法

をし、その上で内服薬、注射などの必要な処置がとられ

ます。全身の疾忠ですので、目の網膜症、神経障害、感

染症、動脈硬化等を起こすこともありますから、合併症

には注意します。

　柵尿病は自己との戦いであると言われています。病気

を正しく理解し、注意を守ることが最も大切です。そう

すれば普通の生活も出来ますし、もちろん長生きも出来

ます。
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　母

開講時間

昭10 62年３月15日

親 教

-

室．

F〉持参するもの　母子健康手帳・筆記用具

＜４月の日程表＞　（保健課健康管理係　a23　6084）　‐

日(叩) 対　敞 内　　　容 場　所

2日俐
妊娠7ヵf」

ころまでの

かた

・妊娠中の生活と準備

　一妊婦体操・準何用品－
・妊娠'I'の気をつけたい病気

岡崎市

保健センター

９日出

・妊娠中の食事と栄養

・妊娠中の歯の手入れと
　子どものむし歯予防

岡崎保健所

16日(和
妊娠8 i,月

以降のかた

・お産の経過と産後の

　生活・赤ちゃんの生活
岡崎保健所

23日困
弩努ぷ､ir,

iSi
堡やぷ1ぶ之

・母乳で育てよう

り岡別相談

岡崎市

保健センター

－　－－

「離乳 食 講
〉日　時　4月3日(勿・17日(勿

習会
＿__　　■

午後1 時30分～3 ＼＼!f

〉場　所　岡崎保健所（康生通西3-30　酋22-2501)

･対　象　３ヵ月～fZヵ月児を持つほ親

:･持参するもの　ほ子健康手帳、筆記用具

●

乳

－ － 一 一

幼児健康相談
＞対　　象　４ヵ月児及びi ヵ月以降で、まだ本市の健

　　　　　診を受診していない乳幼児

＞受付時間　午後i時～２時

〉内　　容　医師の診察、身体計測、保健婦の育児・栄

　　　　　養相談

　　　　※午前中の健康相談

　　　　　対　　象　8ヵ月児及び１歳児　　　　|

受付時間　午前10時～ll時　　　　　　　　

」

　　　　　内　　容　身体計洲､保健婦の育児･栄養相談

へ持参するもの　け子健康于帳、うすいバスタオ､ﾚ

＜４月の日程表＞　（保健渫健康管理係　萱23　6084)

対象区域(学区） 日(曜) 場　　所

梅園・根石・三島 ３日吻

岡崎市保健センター

(康生通南三丁目56)

六名・竜美丘 10日吻

連尺一広幡・井田 21日肉

愛宕･常磐･常■m束･南)･大肝寺17日倒

竜谷・藤川・山中・本宿 2 a俐 東部市民センター

六ッ美(北部･中部･南部) 14日出 六ッ美市民センター

恵田･奥殿･糾lll-岩津･大門 ９日俐 岩津市民センター

羽眼・岡崎・小豆坂 16日困

南部市民センター
福岡・城南・上地 23日困

男Ill･美合･緑丘･生平･秦梨 28日肉 大平市民センター

矢作(東･北･西･南)･北野 24日留 矢作市民センター

※育児についてのご相談は、 保鮭センター内の保m婦へ。

市政だより お　か　ざ　き

の小児がん検査

-｡一一一一一一一一　　-。一一‥-■

４月の

岡崎保健所（〒444市内康生通西3 －30 〉

"ヽ検査用紙　乳幼児健康相談会場でお配りしたもの
-

一 一

１歳６ヵ月児健康診査
- -

対　　象　昭和60年＼0月生まれ

場　　所　岡崎市保健センター容25　1144)

受付時間　午後i時～１時30分

内　　容　医師・歯科医師の診察、身休計測、育児。

　　　　栄養相談

持参するもの　ほ子健康手帳

＜４月の日程表＞　（保健課健康竹理係

-一一……一一一一一一一一一--
S23　6084）

対%区域（学区） 小昭）

羽根、岡崎、城南、小豆坂、北町 ７日陶

六名、三島、竜美丘 １日(羽

扁岡、上地、六レ美(北部・中部・南部) 13 日月)

恥園、眼石、大樹寺 ８日(羽

匁川、連尺、広幡、井田 20 H(月）

愛宕．'K訓東・北・西・南｝ 15日俐

恵lli.奥殿､細I]I,岩津.大門､常磐､常笥東・配 ･n日剛

奘作､緑丘､亀谷､藤川､山中､本宿､'k平､泰梨 22日('K)

※指定の日時に都合の悪いかたは、１巌8 ヵ月までにお

　受けください。

３歳児健康診査
｜

卜対　　象　昭和59年3月生まれ

レ場　　所　岡崎保健所（康生通西3 －30　S22　2501)

ト持参するもの　母子健康手帳

トその他　尿検査も実施します。

＜４月の日程表＞

対象地区(学区) 日叫 受　付

井田．三島、根石、竜美ヶ丘
７日

㈹

午後１時

　　～2時

城南、小豆坂、羽根、岡崎､緑丘、

竜谷、美合、藤川 14口

㈹

午ill]9時

　　～io時

常磐､常磐束､常磐南､恵田､奥殿、

糾川､岩十､連尺､愛宕､広幡

午後１時

　　～２時

六ツ笑北部､六レ美南部､六ツ美中

部､男川､山中､本宿.生平､秦梨

21日

㈹

午後１時

　　～２叶

矢作束、矢作西、矢作南､矢作北、

北野、梅園 28日

　(･幻

午前９時

　　～10時

六名、福岡．上地、大樹寺、大門
午後１時

　　～2時

●１

ｊ
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　　　　昭和62年３月15日

葵↑専岡崎w
とr H･

力しこ．^－

3/21(±)　開会式（テレビ愛知生中継）

　　　　　スペシャルオープニングライブ「山下洋輔＆スペシャル葵オーケストラ」

22旧
―
Ｉ
４
　
－

ｃ
ｕ
　
ｃ
ｕ?:）

28(±)

29旧

30(月)

4/l(/J0

　　巳南

　　３廊

　　4(±)

　　5(日)

B(月)

s附･

20 －

「ヤングミュージックフェスティバル」出演・森　祐子、山本理妙、尾形大作ほか

NHK・FMスペシャルイン葵博（公開録音）

アニメキャラクターショー（ゲゲゲの鬼太郎、ドラゴンボール）

中京テレビ生中継「ライブらいく岡崎・葵姫コンテスト」　司会・上岡龍太郎

前売入場券おたのしみ抽選会/アニメキャラクターショウ（光戦隊マスクマン・超新星フラッシュマン）

ティーンズミュージックフェスティバル

ＮＨＫお母さんと一緒「にこにこぷんショー」

CBc公開録画「天才クイズ」司会・斉藤ゆう子

ゆかりのまち伝統芸能一茅ヶ崎市－

CBC公開録画「歌で見せます／葵博」ゲスト・芳本美代子、山瀬まみ、酒井法子ほか

親善都市・ゆかりのまち伝統芸能　‐石垣市・長野県臼田町－

FM愛知公開録音「サウンド・オン・セレクション」ゲスト・ケント・デリカットほか

　愛知県下10数大学によるバンド演奏｢ミュージックフェスティバル･87｣⊃　
ゲスト・ザ・グッバイ(4／8)

10廊　「健康フェスティバル」出演・エアロビクス・ジャズダンスエクササイズほか

net)　県下市町村による「伝統芸能特集①」三河万歳・花まつり・一宮太鼓ほか

m日）東海テレビ公開録画「決定／カラオケ花のグランプリ」司会・三遊亭楽太郎ゲスト・ﾉ』嚇幸子

13（月）岡崎市民フェスティバル

14(火）ＡＯＩイベント

緊急当直担当時間　　午IJij 9時～正1 後2時～6時 岡崎市医師会　ａ回　1 5

５　　　日 12　　　日 19　　　日 26　　　日 29　　　日

内

科
又

は
小

児
科

岡　Ⅲ　肖　暢什

vn松束)酋54－O125

玖　政　病　院

団U lin音si－i.L^?

旺　，洽　礦　所

ｇ　fi.iSSl－1076

人　地　卜．院

川l ,'i-'卜'Ri:i－2＼2S

■1･　山　医　院

中島ts､i3－->o:>7

山　本　医　院］-A ill小児v^ 仮院

;J1･i!i)S:il-)759 I ( Jl-卜い昔24－2428

サ　ト　ーH 院

1鴨Ill .iS-^4－1221

人　山　卜．院

i 束歳i卵萱･iri－^oL")

高　ﾄj　医　院

順ll　111)萱45－2677

斤　藤　医　＼'Jt I三叫内科病院

(鴨m)a22－:iiii7 リ､潜り魯22一3^.'≪

岸　本　内　糾

(fifi熊)a25－1201

後　藤　医　院

丿云liいい昔2i－.ia7i

人原内叫医院

丿公馬5 )音2i－ooi3

霖
危笑ヶii.幣杉外f1･ I 几　立　病　院

順大如き54－15i5り羽IJ:{)音51－1427

梱　趣　医　院

淘彫萱5i－i:^2r>

佐　野　医　院

( f: nnaii2－r>i]i

川崎巾病院

同肘艮栽･きr)i－ri4ふ4

産人
婦科

い　と　う　1医院

哺川大十)萱Sl－285G

三ヶ眼クリニ･，ク

（かill)音62－2055

占　村　病　院

（　柱　)S!51－1895

/JII　藤　医　院

叫大了冰.i豊2i－:525i

勺　川　卜　院

康'胎勧魯2＼－3＼7]

１ 松　下　医　院

(I'J]大寺)S51－r>094

僑　本　医　院

(康生|勧嗇22－3497

み　し　ま　医院

(康豪雨)S21－l(348

艮　谷　Ml　医院

{fJi心新)豊23－1871

川崎南病院

剛眼収〉a5i－r>434

:1
松　下　医　院

(川大胆萱51－ri094

大　陰　医　院

f上六名い豊52－0684

康　生　病　院

り泰生南)昔2i－i34o

島　田　坏卵科

り云川I 合2＼－:iZS7

!l　本　病　院

遼尺1 )登21－()359

眼
科

僑　本　医　院

(三三崎)酋53－9904

粟　屋　医　院

cm田本)萱21－:J656

＝「

（

　　部　医　院

;] 眼)昔5l－53;i4

fj】･　藤　医　院

皿□|--卜昔2i一3313

岡　川　仄　院

{ 八幡l )a-21－OI34

霖歯科医師会館I, .＼f!';lil]三私松＼Hの1　'･<ぃ水場内約lOl)･"､I a21－0501　S;認回　乖詔剖:二11零

●救急医療情報のご利用は……昔21－1133へ　　　　　　　　●救急は……昔n9へ

・編集と発行　　岡崎li" i|j艮公室広報,湿　〒4↓1岡崎li l･ I-.I|I]2 ]"目9 路地　萱2;^－(i();≪
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な
ん
と
い
っ
て
も

”ＪＪ

丿‘マ

●

f｡'゛

　15年の歳月と･10余人の宮人工たちの手によって完成し

た日光束照宮の超精密レフ川力。単に膜'りという慨念を

越えて、日本の美を象配1｀る一つの芸術作品といえます、

瓢

超
精
密
レ
プ
リ
カ

超
精
密
レ
プ
リ
カ
の
み
ど
こ
ろ

東
京
国
立
博
物
館

　
　
展
示
調
整
室
長
兼
普
及
室
長

長
谷
川

M ≫

ノ　，　・

　
徳
川
家
康
が
比
釦
二
年
（
一
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
．
．
い
　
　
　
　
こ
-
ｒ
　
･
*
!
-
･

六
）
四
‥
り
ト
じ
日
、
啜
府
城
で
蔓
去

し
て
か
ら
、
生
前
の
遺
言
に
よ
っ
て

駿
河
の
久
能
山
に
遺
休
を
、
江
戸
の

増
Ｌ
与
で
非
叱
を
、
三
河
の
人
尉
寺

に
位
牌
を
包
て
、
一
周
忌
を
日
光
山

に
小
堂
を
建
設
し
、
御
霊
を
勧
請
し

た
の
が
日
光
束
照
宮
の
始
ま
り
で
す
．

　
そ
の
後
、
ニ
ト
年
た
っ
た
寛
永
十
一

年
（
一
六
三
四
）
ト
ー
月
に
束
照
寓

の
造
替
が
始
ま
り
．
降
府
作
事
万
人

陳
梁
の
指
抑
で
今
の
よ
う
な
壮
大
な

４
Ｉ
ノ
ー
χ

１
自
ｆ

謡
廟
が
姓
設
さ
れ
ま
し
た
．
建
物
の

様
式
は
削
建
時
に
は
和
様
で
し
た
が
、

こ
ん
ど
ぱ
節
宗
様
を
と
り
い
れ
て
、

よ
り
屯
厚
で
や
麗
な
装
飾
美
を
打
ち

だ
し
、
幾
つ
も
の
建
物
が
お
た
が
い

に
美
し
さ
を
競
い
あ
う
環
境
美
を
盾

成
し
て
お
り
ま
す
．
姓
築
様
式
の
み

ご
と
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
部

材
に
施
さ
れ
た
精
緻
な
人
工
彫
刻
や
、

－
．
’
″
．
゛
．
゛
　
Ｇ
Ｉ
‥
　
　
・
‥
″
Ｓ
４
１
１

漆
ｊ
・
錫
・
彫
金
な
ど
工
芸
技
術
の

ｌ

栄

粋
は
、
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
の
よ
う
な
爛

熟
し
た
総
合
美
を
か
も
し
だ
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
日
光
束
照
寓
の
建
築
部

を
、
家
康
ゆ
か
り
の
地
岡
崎
で
鑑
賞

で
き
な
い
か
と
、
雛
題
を
解
決
し
た

の
が
今
回
の
超
精
密
レ
プ
リ
カ
に
よ

る
展
脱
で
す
。
そ
れ
も
一
棟
や
二
陳

だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
、
本
殿
。

　
　
　
？
‥
し
‘
八
　
ｌ
ｌ
へ
い
　
　
か
；
’
‥
　
　
　
し
人
よ

拝
殿
・
町
門
・
透
堺
・
神
楽
殿
・
神
輿

　
　
　
　
　
　
＜
:
　
'
　
"
Ｃ
-
ｒ

1
　
≪
ｒ
　
＾
-
-
ｒ
　
　
こ
ろ
■
i
f
-

舎
・
陽
明
門
・
回
廊
・
鐘
楼
・
鼓
楼
・

本
地
堂
・
手
水
舎
・
帥
庫
・
神
厩
舎
・

宝
塔
・
石
鳥
居
・
神
僑
な
ど
現
存
す

る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
建
造
物
に
わ

た
る
、
総
合
的
な
環
境
美
も
た
ん
の

う
で
き
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
か
っ

て
な
い
大
が
か
り
で
有
意
義
な
文
化

財
の
漫
遊
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
帰
り

に
、
ハ
ワ
イ
で
い
ち
早
く
見
ま
し
た

が
、
こ
の
日
本
文
化
の
華
が
里
帰
り

す
る
意
義
も
甚
だ
深
い
と
い
え
ま
す
。
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､ﾚ手三詣

アイマヅクスつZなに？

Ｄ､AA勲よ、画面の大きさ力呼票準の35minフ

イルムのlO倍もの大きさを持つ70nimフィルムご

を水平にキャタピラ状に波打たせながら横送

りにするローリング･ループ方式で映写します。

　縦18メートル、横24メートルの巨大ス､クリー

ンに映る映像は鮮明で､６チャンネルの立体音

響とともに、その迫力は皆さんを知らず知ら

ずの内に画面に引きずり込むことでしょう。。

フィルムサイズの比較

レ｣昌ンダｰド

s]
H35nnダｰﾄﾞ

h釦』
スタンダード70閥 ＩＭＡＸ（アイマツクス）

|日本初公開の宇宙ドラマ

　　　　ー－

　THE　DREAM

壮大な宇宙のドラマ「ザド･･ドーム

IS　ALIVE

イｽﾞｱﾗｲﾌﾞｰ--一一私たちの夢

は生き続けている、はスペ･－スッヤト几のヤング船長の二とばをタイ

トルとしたものて≒1984年に行われた３川のスペー－ス､ツヤトル打ちJ-

げの際に、宇lii飛行I;たちによって撮杉されました。

　ツヤト･し内部の構造や無重力空間での修理作匙､そしてすばらしい宇

宙空間の場而今盛り込んだ衝撃的なフイ･しムです｡どこまでも果しなく

続く昿'.漆間を背限に､紺青で、ところどころ白雲かかかっている)l!i球

の姿は、令ての人、びとを魅了せずにはおかないほど)kしいものです。

で
同
め
て
と
い
う
Ｉ
Ｍ
Ａ
χ
カ
メ
ラ

を
取
り
付
け
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

っ
て
空
撮
さ
れ
た
も
の
で
す
。

７Ｉ
’

は
、
昨
年
８
川
。
３
‐
、
‐
本

　
Ｉ
Ｍ
Λ
Ｘ
Ｗ
」
・
ド
リ
ー
ム
イ
久

ア
ラ
イ
ブ

｀
に
光
ｙ
い
て
ト
映
さ
れ

　
　
　
・
ａ
　
ｔ
　
ゆ
　
φ
　
　
ｆ
　
　
一
　
　
　
｝
　
　
１

る
「
Ｋ
χ
Ｐ
Ｏ
　
Ｏ
Ｋ
Λ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
こ
ね
は
、
葵
陣
の
マ
ス
コ
″
卜
の

ピ
ー
コ
か
ら
姥
た
岡
崎
の
風
景
で
、

皆
さ
ん
の
良
く
知
ン

物
、
も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
自
身
の

お
う
ち
か
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、

あ
な
た
も
ピ
ー
コ
に
な
っ
た
つ
も
り

で
、
わ
か
家
を
捜
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

画

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
上
ｙ
／

わ
が
家
ば
ど
こ
？
ｙ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
’
功
0
6
身
」
方
’
年
年
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瓢

　葵博一岡崎'87の総合プロデューサー手塚治虫氏が創る

｢みらいランド・シャトル７｣を中心に４つのコーナー

によって展開されます。

ｌ

－　而ﾉ

　ｰ-

―

崎
国
立
共
同
研
究
機
構
と

　
　
　
　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

国
立
共
同
研
究
機
構

の
先
生
が
た
の
監
修

に
よ
り
、
わ
か
り
や

す
い
展
示
が
な
さ
れ

ま
す
。

　
未
来
の
農
業
の
あ

り
か
た
を
示
す
、
植

物
工
場
の
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
ト
や
、
太
陽
自

動
集
光
電
装
置
の
七

眼
ひ
ま
わ
り
な
ど
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
一
端
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。

ｌ

－
－
－

　
岡
崎
の
中
央
部
に
広
が
る
、
な
だ
ら

か
な
丘
の
上
に
並
ぶ
建
物
群
が
、
分

子
科
学
研
究
所
、
基
礎
生
物
学
研
究

所
そ
し
て
生
理
学
研
究
所
の
三
つ
の

研
究
所
か
ら
な
る
岡
崎
国
立
共
同
研

究
機
構
で
す
。

　
い
ま
ひ
と
つ
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ

て
、
な
じ
み
が
薄
い
施
設
で
す
が
、

こ
こ
に
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、

世
界
各
国
か
ら
一
級
の
研
究
者
た
ち

が
集
ま
り
、
日
夜
、
研
究
を
続
け
て

い
る
の
で
す
。

　
岡
崎
の
誇
り
得
る
こ
の
施
設
の
概

要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
、
話

題
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
、

…
…
…
づ
紺
」
一

　
.
―
Ｔ
．
、
．
！
、
．
．
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泗

１

私
の
描
く
岡
崎
の
未
来

葵
博
－
岡
崎
町
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
私
は
、
今
ま
で
鉄
腕
ア
ト
ム
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
漫
画
を
通
じ
て
、

私
の
考
え
る
未
来
像
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
葵
博
－
岡
崎
町
の

「
岡
崎
未
来
館
」
で
は
、
「
人
間
の
夢
や

岡
崎
の
未
来
を
子
供
た
ち
に
紹
介
し
、

ふ
れ
あ
い
、
発
見
、
創
造
の
場
と
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
を
し
ま
す
。

　
中
央
に
位
置
す
る
「
み
ら
い
ラ
ン

ド
ー
シ
ャ
ト
ル
軸
心
で
・
私
の
想
像

す
る
岡
崎
の
未
来
、
そ
し
て
理
想
的

な
二
十
一
世
紀
の
都
市
像
の
青
写
真

を
紹
介
し
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
を
十
分
生
か
し
た
ハ

イ
テ
ク
（
高
度
先
端
技
術
）
と
ハ
イ

セ
ン
ス
の
調
和
の
と
れ
た
姿
で
す
。

　
そ
れ
は
、
い
く
つ
も
の
同
心
円
で

区
画
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ド
ー
ナ
ツ
型

の
都
市
構
造
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
都
市
型
の
災
１
　
や
自
然
災

手
塚
治
虫

害
に
も
万
全
の
対
処
が
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
福
祉
や
教
育
の
面
も
十
分
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
に
二
十
一
世

紀
初
頭
に
日
本
を
襲
う
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
に
、
お
年
寄
り
の

住
み
や
す
い
環
境
作
り
に
最
先
端
の

技
術
が
駆
使
さ
れ
ま
す
。

　
ド
ー
ナ
ツ
型
の
中
心
は
、
巨
大
な

自
然
公
園
で
す
。
公
園
と
い
う
よ
り

は
自
然
保
護
地
区
と
い
っ
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
周
囲
の
住

民
が
だ
れ
で
も
好
き
な
だ
け
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ド

ー
ナ
ツ
の
部
分
に
あ
た
る
の
は
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ー
ビ
ル
（
高
度
情

報
集
積
ビ
ル
）
を
中
心
と
し
た
ハ
イ

テ
ク
ー
オ
フ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
カ
ー
に
よ
っ
て
環
状
に
つ
な
が
り
、

ス
ピ
ー
ド
化
か
計
ら
れ
、
理
想
的
な

流
通
シ
ス
テ
ム
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　
ド
ー
ナ
ツ
の
外
側
は
、
小
川
と
小

公
園
を
配
置
し
た
住
宅
地
区
で
す
。

無
数
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ー
オ
フ
ィ
ス
が

散
在
し
て
、
中
央
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
ー
ビ
ル
と
直
結
し
て
お
り
、
職

住
接
近
が
計
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
岡
崎
が
誇
る
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
的
遺
産
や
農
園
、
ハ
イ
テ

ク
産
業
の
工
場
な
ど
も
こ
こ
に
あ
り
、

中
央
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
わ
ず

か
の
時
間
で
到
達
で
き
ま
す
。

　
自
然
に
親
し
む
子
ど
も
の
岡
崎
、

静
か
な
老
後
を
楽
し
む
岡
崎
、
そ
し

て
女
性
が
男
性
と
共
に
社
会
の
中
核

と
な
る
岡
崎
を
、
私
の
想
像
図
は
描

き
ま
す
。

　
で
は
、
「
み
ら
い
ラ
ン
ド
ー
シ
ャ

ト
ル
好
い
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
・

手
塚
治
虫
先
生
は
、

　
「
ピ
ー
コ
」
の
生
み

の
親
で
Ｉ
す
。

手
塚
治
虫
氏
が
描
く
岡
崎
の
未
来
、

そ
し
て
、
理
想
的
な
二
十
一
世
紀
の

都
市
像
で
も
あ
る
青
写
真
を
表
わ
し

た
「
み
ら
い
ラ
ン
ド
ー
シ
ャ
ト
ル
心
に
ご

で
す
。

　
　
「
均
衡
と
調
和
」
、
「
公
平
と
平

等
」
の
精
神
で
「
明
る
く
住
み
よ
い

豊
か
な
岡
崎
市
」
を
目
指
す
岡
崎
の

近
未
来
と
、
七
十
年
後
の
岡
崎
が
七

面
ス
ク
リ
ー
ン
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
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●

広
げ
よ
う

友「

好
の
輪

　
岡
崎
巾
の
姉
妹
都
巾
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ

市
と
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
。
そ
し
て
中
国
の
フ
フ
ト
ホ

市
。
親
善
都
市
の
福
山
市
と
石
垣
市
。
ゆ
か
り
の

ま
ち
の
茅
ヶ
崎
市
、
臼
出
町
、
関
ヶ
原
町
。
そ
し

て
愛
知
県
の
友
好
提
携
先
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
、
中
川
の
汀
蘇
竹
　
そ
れ
ぞ

れ
の
巾
や
ま
ち
と
の
交
流
内
方
や
郷
Ｌ
の
物
唯
品

な
ど
か
Ｉ
不
乙
や
実
物
に
よ
よ
、
展
小
さ
れ
、
友

好
の
輪
が
広
か
り
ま
十

ａ

むし”““　¨　　　　　　i4tト･でし
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岡
崎
か
ら
宇
宙
へ

－
ｄ
一
一

Ｓ

１

　
　
１

‐
－
ｒ

1-

へ

　
末
末
を
切
り
開
く
宇
宙
開
発
の
現
状
か
・
Ｎ
Λ
Ｓ

Ａ
（
ア
メ
‥
‥
’
力
航
空
宇
宙
り
Ｉ
-
V
　
I
宇
宙
開
発
心
″
心
恥

同
一
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
ヽ
の
協
勾
の
も
と
に
、
ア
イ
マ
″

ク
ス
シ
ア
タ
ー
で
１
　
Ｌ
映
の
．
ド
リ
ー
ム
・
イ
晟
・

ア
ラ
イ
ブ
｀
の
撮
･
N
＼
で
も
知
ら
れ
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
の
ト
．
１
　
旺
分
の
．
の
膜
・
叩
を
は
し
め
、

ス
ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ペ
ー
ス
ラ
ブ
（
宇

宙
実
験
室
）
、
ス
ペ
ー
ス
ス
ー
ツ
（
宇
宙
服
）
、
宇

宙
開
発
事
業
団
が
日
本
独
自
の
技
術
で
開
発
し
た

Ｈ
‐
１
１
ロ
ケ
ッ
ト
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
な
ど
を
匝
型
と
尖
物

の
展
．
ぶ
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す

ｌ

子
ど
も
た
ち
が
創
る
岡
崎
み
ら
い

ｔ ＿

　
岡
崎
市
の
未
来
を
1
1
1
う
中
学
生
た
ち
が
、
自
ら

葵
匝
に
参
加
し
よ
う
と
話
し
八
‐
つ
た
な
か
か
ら
実

現
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
．

　
巾
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

岡
崎
の
部
巾
旨
観
、
学
校
教
育
、
産
業
、
文
化
、

交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
．

　
、
．
し
ト
年
後
の
岡
崎
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
ス
や

家
庭
で
話
し
あ
ン

ア
イ
テ
ア
を
イ
ラ
ス
ト
や
文
章
に
し
た
三
Ｆ
六
八
‥
‥

六
ト
ペ
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
中
７
　
唯
ら
し
い

夢
に
あ
ふ
れ
た
作
‥
叩
を
睨
刑
‐
や
パ
ネ
ル
に
し
て
展

小
す
る
も
の
で
す
．



Ｓ

ぐるとそこは江戸時代、

　　　五万石の城下町。

メイングートをく

ｌ

　
江
戸
幕
府
を
開
き
、
徳
川
三
百
年

の
泰
平
を
築
い
た
家
康
公
。
そ
の
ふ

る
さ
と
岡
崎
は
、
江
戸
時
代
に
東
海

道
五
十
三
次
有
数
の
城
下
町
、
宿
場

町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
グ
ー
ト
か
ら
テ
ー
マ
館
へ

通
じ
る
こ
の
「
五
万
石
城
下
町
」
で

は
、
今
日
の
岡
崎
の
基
盤
を
形
成
し

た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
へ
と

時
間
に
沿
っ
た
展
開
で
、
「
見
て
、

食
べ
て
、
買
い
物
し
て
、
遊
ぶ
」
楽

し
さ
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

・
　
食
べ
物
・
飲
み
物
処
　
岡
崎
名

　
産
の
八
丁
み
そ
の
試
食
や
販
売
、

　
五
平
餅
、
田
楽
な
ど
郷
土
の
味
が

　
楽
し
め
ま
す
。

・
　
物
売
り
処
　
木
製
玩
具
や
時
代

　
小
物
、
民
芸
品
な
ど
が
買
え
ま
す
。

●
　
お
遊
び
処
　
時
代
劇
で
お
な
じ

　
み
の
的
当
て
の
矢
場
や
悪
人
退
治

　
ゲ
ー
ム
な
ど
江
戸
時
代
の
町
人
気

　
分
で
遊
べ
ま
す
。

●
　
細
工
処
　
江
戸
時
代
か
ら
今
に

　
伝
わ
る
伝
統
の
職
人
芸
の
実
演
が

　
見
ら
れ
ま
す
。

●
　
お
祭
り
広
場
　
郷
土
芸
能
や
大

　
遊
芸
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ

　
い
の
広
場
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
人
力
車
、
扮
装
写
真

な
ど
現
代
か
ら
過
去
へ
の
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
し
て
国
際
色
豊
か
な

Wo八dJ吋巴Se，

　会場中央の池に面した落ち着いた雰PT1気のテ

ラスで、ゆったりと楽しむランチタイム。

　子供たちの大好きなハンバーガーから、しゃ

れた感じのフランス料理。それにジャンボに乗

った気分も楽しめる機内食も味わえます。

　　「あなたは何を買うの？」、「私はあれがいい

わ」、こんな会話が場内のあちらこちらで聞こ

えます。世界各国の民芸品、服飾品、そしてオ

― ストラリアの牛肉やカナダのサーモンなどの

食料品や洋酒などが安く買えることでしょう。

世
界
の
旅
へ

ノ
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いが゛

ｌ

【

- ８

科学する楽しさを体験するサイエンスプレイゾーン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　三河地区の伝統産業から最先端技術まで、科学の不思議、おもしろさを

遊びながら体験できます。身近な生活の中から「動く･話す・おこす･暮ら

す・回す・創る」をテーマに、すてきなサイエンスの世界をお見せします。

　　　　　　　　産業館Ａ

Ｏ　　クルマ・技術・ゆめ

　　　-TIME TRAVEL WITH ＴＯＹＯＴＡ一一一

　　懐かしの名車から、最新技術を駆使した現在の

　車、そして夢あふれる未来カーまで。(トヨタ自動車)

(:)゛新しいこと電気か巳ごエレフトリブつ

　　７ｍＸ３ｍの大型画面の3 Dシアターをはじめ、

　あなたの目、耳、手、足で電気が創り出すファン

　タジーの世界へ、出発してみませんか。(中部電力)

○

　　　　　　　　産業館Ｂ

Ｏ　三菱ふれあいカートピア

　　屋外の「ちびっこカードコーナー」と「ゲーム

　コーナー」。館内にはマンガを描くロボット君も。

　プレゼントいっぱい、ちびっこ集まれ。（三菱自動車）

し〉　　マキタの森

　　「日曜大工で家族とのふれあい。本とのふれあ

　い」、明日の峙代を創る子供たちに夢を与える楽し

　い広場で遊びませんか。　　　　（マキタ電機）

“都市ガスガつくる豊かな暮らし≒びスプラザ　Ｏ　　大地の文化と豊かな実り

　美味国探険、ハッピーバースデー・ロボット、

ガスのスタジオ、ガスの実験室など５つのゾーンは、

どれをとっても興味法友（東邦ガス･岡崎ガス）

　ふれあいコミニユケーションＮ丁丁プレイランド

　テレコンにキャプテンサービス、そして「ズッ

コケ３人組」。パソコンホスト局も設置。どれも

楽しさいっぱい、遊び心いっぱいです。（Ｎ丁丁）

　最新のトラクターに乗ったあなたをテレビカメ

ラでとらえ、記念のコピーがもらえます。和紙人

形のパノラマもすばらしい。

　天才ロバツト　フヅンド君

(久保田鉄工)

　天才ロボットフレンド君がクイズを出題します。

高性能フレンドロボヴトと最新鋭のパワーステア

リングの実際をご覧ください (豊田工機)

※　ご紹介した企業の外にも、24の企業・組合が工夫をこらした展示で、皆さんをお待ちしています。

　 催し1;Jつぱい、めじろ押し。ふれあ□の輪をひろげよう。

　一一

　さあ、ひとつになって、みん

なでお祭1に多彩な催しが華や

かに繰りひろげられます。
-

　一流のジャズが聞ける５日間

　ジヤズフアミリーインオカザキー

3/21(K)｢スペシャルオープニングライブ｣山下洋輔ほか

5/2(土)｢ジャズスペシャルナイト｣渡辺香冷笑ほか　　●

5/4(月)｢あおいジャズイン｣森剣治ほか

5/15廟「ジャズスペシャルＩ」坂田明ほか

15/16(±)「ジャズスペシャルII」阿川泰子ほか

zn励開会式(テレビ愛知)②

A/2吻「ボナンザトラベルおもしろバラエティー」

山下洋輔
一 一 一

渡辺香津美

亀・

阿川泰子

ｉレビ・ラジオの生放送と公開録画士皆‰
　，　ぶμm d^-M"M
②…又は録音

　3/23(月～3/27吻（p M スペシャルイン葵博バN II K F Mラジオ）⑩

　3/29(日）「岡崎・葵姫コンテスト」（中京テレビ）①

’4/2(*)「天才クイズ」（ＣＢＣ）②

4／4(±）「歌で見せます/葵博~ヤングアイドル大，ヽ４ル~」（CB C ）⑩

4/i2(日ド決定./カラオヶ花のグランプリ）（東m.テレビ）②

4/16(木）「ぶっつけワイド」（束海ラジオ）①

東mラジオ)⑩
-

　このほかにも

　いろんな催しがいっぱいあります

・アニメキャラクターショー(％)

・ＮＨＫにこにこぷんショー(％)

ド懐しのG Sコンサート(％)

卜ゆかりのまち、親善都市をはじめ
じ

vv^t^s･/●・trn.ーぷ-ji･･^･七c^F･j●m-‐



９

Ｓ

大切にしまっておいた
あの感動を
あなたにも伝えたい。

●
田
り

い
出
の
時
々

六
供
浄
水
場

　
完
成
記
念
時
計

ｌ

－刻
ん
で
幾
星
霜

恵
…
…
…
小
国
立
当
時

　
　
か
ら
の
時
鈍

・
青
春
の
熱
さ
想
いＪ

４

昭和7年第IO回ロス五輪
ホッケー入賞のメダル

／

・
今
は
亡
さ
祖
父
の

愛川のタバコ人れ　カ｀;

、
｀
一

力々
Ｓ

ヵ
ゝ
瓦
石

ラ'･/バ付frr n器

の
は
れ
る

手動のマッサージ器

一
　
こ
の
外
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

　
た
思
い
出
の
品
、
企
業
や
学
校
そ
し
て
地
区
に
伝

　
わ
る
伝
統
の
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

して盛り上げる市民が直接参加

中日館・我が家の記念品展

-ナー
市民バザール館

●

●
掘
５
出
ｔ
物
が

　
　
　
　
　
４
つ
や
る
や
も

　
　
　
市
民
の
手
作
り
品
や
持
ち
寄
り
品

　
　
が
い
っ
ぱ
い
。
「
蚤
の
巾
」
の
楽
し

　
　
さ
が
味
わ
え
そ
う
で
す
。

・
葵
博
の
お
４
や
げ
ば

　
　
　
　
今
ん
て
ｔ
そ
う
ち

　
　
　
岡
崎
名
物
八
丁
み
そ
を
は
じ
め
地

　
　
泗
や
民
芸
品
な
ど
葵
陣
の
お
み
や
げ

　
　
は
、
こ
こ
で
な
ん
で
も
そ
ろ
い
ま
す
。

　
　
も
ち
ろ
ん
ピ
ー
コ
商
品
も
。

●
朝
市
の
楽
ｔ
戈
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
味
幻
え
る

　
　
　
岡
崎
特
産
の
農
産
物
や
、
県
内
外

　
　
の
市
町
村
を
代
表
す
る
白
慢
の
銘
菓

　
　
や
工
芸
品
な
ど
の
郷
土
物
産
品
が
、

　
　
　
一
堂
に
展
示
即
売
さ
れ
ま
す
。

特産品など多くの市民及び県内外巾町村の参加を得て、

の展示即売を行います。

会話の中から

　ふれあいの

　　世界がはじまる。



皿

■

●

轡
一
日
中
、
子
ど
も
に
な
っ
て
楽
し
も
う

０
　
次
か
ら
次
へ
と
楽
し
さ
の
連
続

乙沁..　　　岡崎の大花火と

^^^^^^^

呵^^天に昇る竜の姿を

　　　　イメージに噴き上げる
乙川(菅生川)の新しいシンボル

　ilj;iii|70l?iI年記念事業の一つとして、巾民の憩いの場として

親しまれている乙川の殿橋下流に大噴水を設置します。

　日本最人目径のノズルから35メー－トルの鳥さまで噴ぎﾄ｡げ

る中央噴水をはさんで、左右の噴水が直径oメートルの人ア

ーチを描くほか、12のパターンの噴水が楽しめます。

21世紀の
　乗り心地を
一足はやく

体験できる

　葵博一岡崎87の開幕に合わせて、岡崎公園内に21

lit紀の夢の乗り物日ＳＳＴ(高速地表輸送機)が走

ります。岡崎で走行するのは３号機で､つくば|専や

カナダ交通博にも出展され､大変な人気を得ました。

■料　金　　大　人……400円
　　　　　　中学生……300円
　　　　　　小学生……200円
　　　　　　幼　児……100円



11 喫鯉ss^
－

iE細尹

*・．ﾂﾞ1-　　　　　^^泌／!　，

▲ルノワール「赤いコルサージュの少女，
●－こ^　S ●i-mt・

ピト

　　　　　　　　　3 JJ2l [＼㈲→5川7日|日｜

　おかざき世界ニトども美術博物館で'は、契陣一岡崎'87の

期間中、所覧会の第2会場として、特別か|山賊を゛お一目ヽ

ピア'87"の名称で開催します、

Ｓ

ｌ

ルノワールカ^、ミレーカむ‥

世界の巨匠がやってくる
　近代絵山を発展させた峻れたE7ー-ロtハの|iiijぷとして．

教科書にもひ場し、子どもたちにI 観しまれている　'し

ノワー'ﾚ・ミレー・ビカヽﾉなど世!かソ)国n'.:n人と川内の

一流叫家Zo人の名作66点を一堂に展I吃します、

●近代絵画の流れを探って

世界の巨匠展・ｒｓ

　東海道五十三次のり雨として栄えた岡崎の宿と藤川の

宿、そして街道でも有放グバ引乍僑を主題に北斎、広重など

江戸の絵師たちが描いた浮世絵版画､約30点を展示します、

北斎・広重の版画展 会期中ｌ
▲北斎「雪の矢作橋」

･･サゴヤシでんぷん貯蔵用大つぽ

　　　　(パプア・ニューギニア)

　　　長さ12メートルもの世界一

　　人きなカヌーをはじめ、バブ

ノ　ア・ニューギニアの祭具、仮

1

㈲､上tilli;,.';のほか､アフリカの

Ｒ造形作品などが展示されます．

世界の原姥美術晨

　

　驚μに満ちた地球Am年の歴史をアンモナイトから世Ｗ･

一大きな魚の化石、恐竜の卵まで吹重な資料で示します。

世界の化石展圓Ｚ圓
４月19日(日)～5月17日(日)

会期中、常設展示も一新、充実します。

１有名美術家10代の作品展

｜世界の子どもの絵画展
　、Ｓアニメセル原画展と　　ｇＳＳ

｛SSS

參　　　　　　

子どもカーニバル

　館内でのアニメセル原画展と「ふれあい広場」でアニメー

　ションを中心にゲームやイベント、展示即売などを行います。

・

おかさき
世界子ども

美術博物館

　　　　　　　　　　　　　　豊53－3 5 １ １

圃入館料　大人300円(240円)小人100円(80円)

　　　　　　　　豪かっこ内は20人以上の場合

■開館時間　午前９時～午後５時(入館1ま4時O分まで)

　　　４月29日祝から５月５日祝は、　　　１　　　[
午後８時までー(入館はフ時3D分まで)｣

■休館日　会期中は無休



●

市
内
を
歩
け
ば
何
か
が
見
つ
か
る
／
・

汀）只ずて:ﾆ　葵
Ｌ　－……

ﾔ言縦ダ゛j-jぺて万丿゛'‾博

贈ﾄﾞﾆ

く……ｙ尹・犬／　　の

一桶にここ
一期

問
中
は
市
内
令
体
が
記
念
ほ
会
場
に
な
り
ま
す
。

猷

会場直行（約30分）の
二階建てバスも走ります

●
名
鉄
名
古
屋
本
線
美
合
駅
か
ら

　
会
場
ま
で
直
行
バ
ス
…
…
約
1
0
分

●
康
生
町
か
ら
バ
ス
…
…
…
約
3
0
分

・
国
鉄
岡
崎
駅
か
ら
バ
ス
・
：
約
2
2
分

●
東
名
高
速
道
路
岡
崎
イ
ン
タ
ー

　
か
ら
車
で
…
…
…
…
…
…
約
1
0
分

至豊田

★会場への道路が混雑しますので公共交通機関をご利用ください。
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